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１ 

Ⅰ 調査の概要 

 

このアンケートは、第７期鹿追町総合計画を策定するにあたり、鹿追町に住むみなさんか

ら、鹿追町での今の暮らし、これからのまちづくりなどについて、意見や評価をいただき、

計画づくりに活かすために実施しました。調査の概要については、次のとおりです。 

 

調査の対象 鹿追町に住む※18 歳以上の住民 4,406 人 ※2019 年 6 月 20 日に住民票のある方 

調査時期 2019 年７月 

配布・回収の方法 町内の各世帯に郵送で配布し、返信用封筒または回収ボックスで回収 

回収 1,621 人の方から回答（回収率 36.8％） 

 

報告書の集計・表記方法についての留意点は、次のとおりです。 
 

・比較や順位付けは、回答数ではなく「回答率」や「加重平均値※」で行っています。

そのため、「多い・少ない」ではなく、「高い・低い」と表記しています。また、特

に差が目立つものについて説明をしています。 

※「加重平均値」とは、回答者が選んだ選択肢から平均を算出した数値です。このアンケートでは

「５ 暮らしの満足度・重要度」の設問で加重平均値を算出し分析に利用しています。算出方法は、

該当ページに記載しています。 

 

・説明は「回答者全体（1,621 人）」の説明（文頭に○）のほか、性別や年齢別など

「基本属性別」に比較した説明（文頭に●）があります。すべての属性ごとに集計

していますが、この報告書では「全体」「性別」「年齢別」で説明しています。 

 

・グラフや表にある［ ］の中の数字は、回答者の数です。回答者の数は、「無回答」

を除いて表示しているため、合計が必ずしも全体数（1,621人）になりません。 
 

・集計結果は、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを％で表示しています。

そのため、選択肢から１つだけ選択する設問では、％を合計しても100.0％にならな

いことがあります。 

 

・実際に用いた調査票の言葉が長い選択肢については、グラフや文章で示す際、文章

を短縮しているものがあります。 

 

・その他に記載のあった内容については、同じ内容のものについてはまとめ、回答数

を（ ）の中に示しています。 

 

・自由記載の回答については、記述事項を一部整理・要約して掲載しています。 

 

・前回との比較として掲載されている調査結果は、第６期鹿追町総合計画策定時

（2010年実施、回答者数 1,752人）の調査結果です。 

  



２ 

 

属性別の回収票内訳 

（単位：票） 

全    体 1,621 

性別 
男性 763 

1,612 
女性 849 

年齢 

19 歳まで 12 

1,619 

20 歳代 112 

30 歳代 194 

40 歳代 278 

50 歳代 251 

60 歳代 309 

70 歳代 283 

80 歳代以上 180 

お住いの地区 

鹿追市街 1,032 

1,614 

瓜幕市街 60 

上然別 33 

美蔓 24 

下鹿追 21 

中鹿追 36 

鹿追 94 

笹川 104 

北鹿追 37 

北瓜幕 29 

南瓜幕 18 

中瓜幕 22 

東瓜幕 27 

上幌内 39 

幌内 30 

その他 8 

主な職業 

農業の経営 120 

1,605 

林業 3 

農業従業員 97 

工業・建設業・製造業の経営 13 

工業・建設業・製造業に勤務 50 

商業・観光・サービスの経営 61 

商業・観光・サービスに勤務 75 

団体職員 75 

公務員 273 

パート 176 

主婦 211 

無職 379 

その他 72 

  



３ 

 

（単位：票） 

勤務地 

鹿追町内 814 

915 

帯広市 27 

新得町 21 

音更町 12 

清水町 8 

芽室町 7 

士幌町 2 

上士幌町 2 

その他 22 

家族構成 

単身世帯 276 

1,604 

夫婦世帯 622 

親と子ども（二世代） 566 

親と子どもと孫（三世代） 100 

その他 40 

居住年数 

３年未満 98 

1,610 

３年以上～５年未満 51 

５年以上～10 年未満 99 

10 年以上～20 年未満 189 

20 年以上 1,173 

鹿追町に 
住んでいる 
きっかけ 

鹿追町で生まれたため 644 

1,592 

自身の就職・転勤のため 392 

家族の就職・転勤のため 118 

商売関係のため 20 

住宅を建てた（買った）ため 33 

親・親戚・知人が住んでいるため 62 

子どもの教育のため 11 

結婚や世帯独立のため 262 

通学のため 3 

その他 47 

住居形態 

持家 1,163 

1,590 

借家（アパート含む） 79 

町営・公営住宅 221 

社宅・公宅 110 

下宿・間借り 3 

その他 14 

 

  



４ 

Ⅱ 回答者の属性 

 

（１）性別 

○「男性」が 47.1％、「女性」が 52.4％で、女性の割合がやや高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



５ 

 

●年齢別でみると、20歳代のみ「男性」が高くなっています。 

●地区別でみると、美蔓、笹川、南瓜幕、中瓜幕、東瓜幕、幌内、その他で「男性」

が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



６ 

 

（２）年齢 

○「60歳代」（19.1％）が最も高く、「70歳代」（17.5％）、「40歳代」（17.1％）、「50

歳代」（15.5％）、「30歳代」（12.0％）、「80歳代」（11.1％）、「20歳代」（6.9％）、

「19歳まで」（6.9％）の順です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



７ 

 

●性別でみると、男性は「60歳代」、女性は「40歳代」が最も高くなっています。 

●地区別でみると、「30 歳代」と「40 歳代」は瓜幕市街で他の地区よりも高くなって

います。一方、「70歳以上」は鹿追、東瓜幕で２割以上を占めます。「80歳代以上」

は上然別、東瓜幕で３割以上を占めます。 

 

 

 

 

  



８ 

 

（３）お住まいの地区 

○「鹿追市街」（63.7％）が最も高く、「笹川」（6.4％）、「鹿追」（5.8％）が続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



９ 

 

●年齢別でみると、「鹿追市街」は 70 歳代で７割以上を占めます。「笹川」は 20 歳代

で１割以上を占めます。19歳までの回答者は、比較的各地域に分散しています。 

 

 

 

 

  



１０ 

 

（４）主な職業 

○「無職」（23.4％）が最も高く、「公務員」（16.8％）、「主婦」（13.0％）、「パート」

（10.9％）と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他の内容：学生・大学生・専門学生（8）、会社員（6）、福祉関係（4）、運送業（3）、宗教関係（3）、介護職（2）、会社

役員（2）、看護師（2）、不動産賃貸業（2）、アルバイト（3）、医療従事、機能訓練指導員、給食受託会社、産業研修生、私
立学校教員、自由業、塾経営、法人事務、輸入業 

 

  



１１ 

 

●性別でみると、男性は「無職」、女性は「主婦」が最も高くなっています。 

●年齢別でみると、「無職」は 70歳代の約半数、80歳代以上の約７割を占めます。 

 

 

  



１２ 

 

（５）勤務地 

○「鹿追町内」（80.2％）が最も高く、８割以上を占めます。以下、「帯広市」（2.7％）、

「その他」（2.2％）、「新得町」（2.1％）と続きますが、いずれも３％未満です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他の内容：十勝管内（2）、帯広市、札幌、北広島市、現地 

 

  



１３ 

 

●年齢別でみると、19歳までの方は町外で勤務している割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



１４ 

 

（６）家族構成 

○「夫婦世帯」（38.4％）が最も高く、「親と子ども（二世代）」（34.9％）が僅差で続

きます。以下、「単身世帯」（17.0％）、「親と子どもと孫（三世代）」（6.2％）、「その

他」（2.5％）の順です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他の内容：きょうだい（4）、四世代（2）、グループホーム、姪 

 

  



１５ 

 

●年齢別でみると、「親と子ども（二世代）」は 19 歳まででは 75％、30 歳代と 40 歳

代では６割前後を占めます。 

●地区別でみると、「親と子どもと孫（三世代）」は南瓜幕で約４割を占めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



１６ 

 

（７）居住年数 

○「20 年以上」（72.4％）が７割以上を占めます。以下、「10 年以上～20 年未満」

（11.7％）、「５年以上～10 年未満」（6.1％）、「３年未満」（6.0％）、「３年以上～５

年未満」（3.1％）の順です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



１７ 

 

●年齢別でみると、「３年未満」は 20歳代で３割弱、「5年以上～10年未満」は 30歳

代で約２割を占めます。「20 年以上」は 60 歳代より上の年齢で９割以上を占めます。 

●地区別でみると、上然別と下鹿追は「10 年以上～20 年未満」と「20 年以上」のみ

です。 

 

 

 

 

  



１８ 

 

（８）鹿追町に住んでいるきっかけ 

○「夫婦のみ」と「二世代同居（親又は子と同居）」（同率で 33.1％）が約３分の１ず

つを占めます。以下、「ひとり暮らし」（14.5％）、「三世代同居（祖父母・親と同居

又は子・孫と同居など）」（9.7％）、「その他」（5.8％）の順です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他の内容：移住（7）、山村留学・息子の山村留学（6）、産業研修生（3）、主人の転勤・夫の仕事関係（2）、鹿追の自然
に魅せられて、北の大地にあこがれて、好きになったから、引揚げ開拓、疎開で、釧路で生まれ２才の時鹿追に、１才で親
とともに、なんとなく、妻の家族の近くに住むため、実家の家族の近くに住むため、所有地が東瓜幕にあったから、土地を

買ったため、然別湖コタンボランティア、退職の為Ｕターン、親子留学で、娘が鹿追に住んで居ましたので１人になったの
で 

 

  



１９ 

●性別でみると、「鹿追町で生まれたため」は男性で半数近くを占めます。「自身の就

職・転勤のため」は男性で３分の 1 以上、「結婚や世帯独立のため」は女性で約３割

を占めます。 

●年齢別でみると、「自身の就職・転勤のため」は 20 歳代で約半数、30 歳代で約３分

の１を占めます。 

●地区別でみると、「鹿追町で生まれたため」は南瓜幕で７割以上、中瓜幕で８割以上

を占めます。 

 

 

 

 

 

 

  



２０ 

 

（９）住宅形態 

○「持家」（71.7％）が最も高く、「町営・公営住宅」（13.6％）、「社宅・公宅」

（6.8％）、「借家（アパート含む）」（4.9％）、「その他」（0.9％）、「下宿・間借り」

（0.2％）と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他の内容：グループホーム（2）、官宿、駐屯地、研修滞在施設、親の持家、寮 

 

 

  



２１ 

 

●年齢別でみると、20 歳代から 60 歳代までは、「持家」は年齢が高くなるにつれて高

くなっています。19歳までと 20歳代「社宅・公宅」が２割以上を占めます。 

●地区別でみると、「町営・公営住宅」は瓜幕市街で約６割を占めます。下鹿追と北鹿

追は「持家」が 100％です。 

 

 

 

  



２２ 

Ⅲ 設問別調査結果 

１ 現在の地域の住みやすさ 

１ あなたが、現在お住まいの地域は、住みやすいところだと感じますか。【１つ選択】 

○「まあまあ住みやすい」が 54.7％と過半数を占め最も高く、「大変住みよい」

（28.7％）が続きます。 

○「大変住みやすい」と「まあまあ住みやすい」の２つを合計すると 83.4％で、程度

の差はありますが、８割以上は“住み良い”と感じています。 

○一方、「どちらかといえば住みにくい」（8.5％）と「大変住みにくい」（1.6％）を合

計すると 10.1％で、約１割は“住みにくい”と感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●年齢別でみると、「大変住みやすい」が最も高いのは 80 歳代以上で、40 歳代より上

の年齢では、年齢が高まるにつれて高くなっています。一方、20 歳代は「どちらか

といえば住みにくい」が２割以上を占め、「大変すみにくい」も他の年齢に比べて高

くなっています。 

●地区別でみると、「大変住みやすい」は瓜幕市街と中鹿追で４割以上を占めます。 

  

“住みやすい” 

 

“住みにくい” 



２３ 

 

 

 

 

 

 

 

  



２４ 

 

［前回との比較］ 

○前回に比べて「大変住みやすい」が微減、「まあまあ住み良い」微増しましたが、大

きな差はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



２５ 

1-1 住みやすい理由 

1-1 １で「大変住みやすい」「まあまあ住みやすい」と回答した方にお聞きします。「住み

やすい」と考える理由は何ですか。【３つまで選択】 

○「住みなれて愛着がある」（53.0％）が最も高く、「自然環境（景観含む）が良い」

（51.3％）が僅差で続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●性別でみると、男性は「住みなれて愛着がある」、女性は「自然環境（景観含む）が

良い」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

  



２６ 

 

●年齢別でみると、50歳代以下の年齢は「自然環境（景観含む）が良い」60歳代以上

の年齢は「住みなれて愛着がある」が最も高くなっています。 

●「子育てしやすい」や「子どもの教育環境が良い」は 30歳代や 40歳代、「安全だか

ら」は 20歳代で、他の年齢よりも高くなっています。 

 

 

 

 

 

  



２７ 

［前回との比較］ 

○「住みなれて愛着がある」が第１位で「自然環境（景観含む）が良い」が続くとい

う順位は同じで、数値も大きな差はありません。 

○全体的に大きな違いはありませんが、「安全だから」が前回よりも少し高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



２８ 

1-２ 住みにくい理由 

1-2 1 で「どちらかといえば住みにくい」「大変住みにくい」と回答した方にお聞きします。

「住みにくい」と考える理由は何ですか。【３つまで選択】 

○「買い物や飲食が不便」（67.5％）が最も高く、「交通の便が良くない」（57.1％）、

「医療・福祉サービスが良くない」（41.7％）、「住環境が良くない」（26.4％）が続

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●性別でみると、男女とも「買い物や飲食が不便」が最も高いですが、女性の方が高

く差がめだちます。「都市基盤が整っていない」は男性、「通勤・通学に不便」は女

性の回答率が高く、男女の差がめだちます。 

 

 

 

  



２９ 

●年齢別でみると、いずれの年齢も「交通の便が良くない」「買い物や飲食が不便」と

いう回答が上位を占めたほか、「医療・福祉サービスが良くない」という回答も多く

あります。 

●19 歳まで（回答者数は 1 人）は「交通の便が良くない」「安全でない」「通勤・通学

に不便「買い物や飲食が不便」、60歳代は「交通の便が良くない」が第１位です。そ

の他の年齢は「買い物や飲食が不便」が第１位です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



３０ 

 

［前回との比較］ 

○前回と同様に「買い物や飲食が不便」が第１位、「交通の便が良くない」が第２位、

「医療・福祉サービスが良くない」が第３位ですが、いずれも前回よりも回答率が

高くなっています。 

※「/」の後ろの選択肢は前回の選択肢です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



３１ 

２ 鹿追町のまちのイメージ 

２ 現在の鹿追町はどのようなイメージですか。【３つまで選択】 

○「緑豊かで自然との調和がとれたまち」（58.2％）が最も高く、「農業が盛んで地産

地消や環境保全に取り組むまち」（45.9％）が続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他の内容：くさい（4）、静か（2）、ゴミが多い・ゴミをうめたてて自然をこわす（2）、中途半端（2）、自衛隊と牛、田舎町

（2）、町が元気、いろいろな行事がある、犯罪がなく安全で地域の人々が知っている顔が多いので安心して暮らせる、災害が少

ない、幼少中高一貫教育、移住者が多く地元の人達も受け入れる姿勢がある、道の駅で乗馬ができる、然別湖、カナダ、町は

色々なことに取り組んでいるが係わっていないと知らない事が多い、閉鎖的（2）、ゲートボール場とかお金の使い方が間違って

いる、これといったものがない、そば屋が少ない、起業や移住政策がとぼしい、高齢者のみを大切にする、自死が多い、神田日

勝・自衛隊・農業、人をののしるいじめ体質、ウワサ話しが大好きで干渉したがる、島国根性が強すぎ施設に一貫性がなく交通

の便が悪い、能力より縁故が多い、買い物が不便 

 

●性別でみると、男女とも「緑豊かで自然との調和がとれたまち」が第１位、「農業が

盛んで地産地消や環境保全に取り組むまち」が第２位ですが、「農業が盛んで地産地

消や環境保全に取り組むまち」は男性の方が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



３２ 

 

●年齢別でみると、いずれの年齢も「緑豊かで自然との調和がとれたまち」が第１位、

「農業が盛んで地産地消や環境保全に取り組むまち」が第２位です。 

●「障がい者や子ども、高齢者を大切にするまち」は 80 歳代以上、「住環境が良く暮

らしやすい快適なまち」は 70 歳代、「地域での交流や国際交流の盛んなまち」は 19

歳までの回答率が他の年齢より高く、差がめだちます。 

 

 

 

 

 

 

  



３３ 

 

［前回との比較］ 

○前回と同様に「緑豊かで自然との調和がとれたまち」が第１位、「農業が盛んで地産

地消や環境保全に取り組むまち」が第２位です。全体的に大きな差はありません。 

 

 

 

 

  



３４ 

３ 鹿追町で自慢できるもの 

３ 鹿追町で自慢できるものは何だとお考えですか。【３つまで選択】 

○「美しい自然環境」（61.8％）が最も高く、「安全でおいしい農畜産物」（46.8％）、

「幼小中高一貫教育など特色ある教育」（38.7％）と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他の内容：神田日勝記念美術館（6）、子育て環境（5）、福原美術館（4）、ジオパーク（2）、のどかな畑風景、花中心に

景観のすばらしさ、広々とした農村風景、町の活気、バイオ等環境保全、鹿追そば、国際交流、白蛇姫祭、自衛隊駐屯地が
ある、鹿高の国公立大学進学率、買物が便利、セブンイレブン 

 

●性別でみると、男女とも「美しい自然環境」が第１位、「安全でおいしい農畜産物」

が第２位、「幼小中高一貫教育など特色ある教育」が第３位です。 

●「安全でおいしい農畜産物」は女性の回答率が、男女の差がめだちます。 

 

 

  



３５ 

 

●年齢別でみると、19 歳までは「美しい自然環境」と「幼小中高一貫教育など特色あ

る教育」が同率で第１位です。20 歳以上の年齢は、「美しい自然環境」が第１位、

「安全でおいしい農畜産物」が第２位です。 

●「伝統行事・イベント」は 19歳まで、「充実した福祉施設」は 70歳代以上の回答率

が高く、差がめだちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



３６ 

 

［前回との比較］ 

●前回と同様に、「美しい自然環境」が第１位、「安全でおいしい農畜産物」が第２位、

「幼小中高一貫教育など特色ある教育」が第３位です。 

●「然別湖温泉街」は、前回よりも低くなっています。 

 

 

  



３７ 

４ 鹿追町の将来像 

４ あなたは鹿追町の将来像としてどのような町を望みますか。【３つまで選択】 

○「健康づくりと保健・福祉・医療が充実した安心して住めるまち」（48.9％）が最も

高く、「生活に必要な基盤や施設が整ったまち」（48.7％）がほぼ同率で続きます。

以下、「農業、商工業、観光などの産業が盛んな活力にあふれたまち」（39.1％）、

「子どもを育てる社会環境や教育環境が充実したまち」（30.3％）が続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他の内容：エネルギー（電気）を自給できるまち、ゴミをうめたてないまち、幼児教育のいきとどいたまち、小児科医

がいて子供の健康をもっと守れるまち、若い人の活気ある町、若者が働くことのできる場が多い町、人に優しい人づくりが
できる街、生まれ育った町で生き続けることができる町、能力を素直に認める町、行政と民間が相互理解できるまち、然別
湖が宝なのでいつまでも大事にしていく、老いぼれても安心して生活できる、町外に出なくても何でもそろう町、人々の生

活基盤の強い町 

 

●性別でみると、男性は「生活に必要な基盤や施設が整ったまち」、女性は「健康づく

りと保健・福祉・医療が充実した安心して住めるまち」が第１位です。 

●「農業、商工業、観光などの産業が盛んな活力にあふれたまち」は男性、「ごみの減

量化やリサイクルに積極的に取り組むまち」は女性の回答率が高く、男女の差がめ

だちます。 

 

 

  



３８ 

 

●年齢別でみると、19 歳までは「生活に必要な基盤や施設が整ったまち」と「子ども

を育てる社会環境や教育環境が充実したまち」（同率）、20 歳代から 50 歳代までは

「生活に必要な基盤や施設が整ったまち、60 歳代以上は「健康づくりと保健・福

祉・医療が充実した安心して住めるまち」がそれぞれ第１位です。 

●「健康づくりと保健・福祉・医療が充実した安心して住めるまち」は年齢が高まる

につれて回答率が高くなっています。「子どもを育てる社会環境や教育環境が充実し

たまち」は 30 歳代や 40 歳代、「外国との交流が盛んな国際的なまち」は 19 歳まで

の回答率が高く、他の年齢との差がめだちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



３９ 

 

［前回との比較］ 

●前回と同様に、「健康づくりと保健・福祉・医療が充実した安心して住めるまち」が

第１位、「生活に必要な基盤や施設が整ったまち」が第２位、「農業、商工業、観光

などの産業が盛んな活力にあふれたまち」が第３位ですが、「生活に必要な基盤や施

設が整ったまち」は前回よりも高く、「健康づくりと保健・福祉・医療が充実した安

心して住めるまち」は前回よりも低いです。 

●「自然を大切にした潤いのある美しいまち」は前回よりも低くなり、「子どもを育て

る社会環境や教育環境が充実したまち」は前回よりも高くなっています。 

 

 

 

 

  



４０ 

５ 暮らしの満足度・重要度 

５ 以下の項目について、現状にどのくらい満足し、今後取り組むのがどのくらい重要だと

お考えですか。 

 

5-1 満足度について 

○「満足である」が最も高いのは「42.上・下水道の整備」（34.4％）で、「18.道路整

備、除雪」（24.7％）、「16.鹿追町への愛着、住み続けたい」（22.3％）、「13.消防・

救急」（21.8％）の合計４項目は、「満足である」が２割以上を占めています。「42.

上・下水道の整備」は「満足である」と「やや満足している」の合計が 64％と６割

以上を占めます。 

○一方、「満足していない」が最も高いのは、「8.商業」（16.7％）で、「24.医療体制」

（15.7％）、「44.バスなどの公共交通機関」（12.3％）が続きます。この３項目は、

「満足していない」が１割以上を占め、「あまり満足していない」が２～３割を占め

ます。 

 

5-2 重要度について 

○「重要である」が最も高いのは「14.犯罪がない」（54.9％）で、「13.消防・救急」

（52.4％）、「42.上・下水道の整備」（51.2％）、「24.医療体制」（50.0％）と続きま

す。この４項目は「重要である」が５割以上を占めます。 

○「13.消防・救急」「14.犯罪がない」「15.災害時の避難場所、危機意識」「24.医療体

制」の４項目は、「重要である」と「やや重要である」の合計が６割以上を占めます。 

 

  



４１ 
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４３ 

 

5-3 加重平均値での満足度・重要度 

○満足度の加重平均値※が最も高いのは、「42.上・下水道」（0.97）で、最も低いのは

「8.商業」（-0.58）です。 

○重要度の加重平均値が最も高いのは「14.犯罪がない」（1.41）で、最も低いのは「6.

国際交流、地域間交流」（0.48）です。全項目がプラスの数値です。 

 
 

※「加重平均値」とは、回答者が選んだ選択肢から平均を算出した数値です。「満足」「重要」の回

答者数に 2、「やや満足」「やや重要」の回答者数に 1、「あまり満足していない」「あまり重要で

はない」の回答者数に-１、「満足していない」「重要ではない」の回答者数に-2 をかけて合計し

た数値を、無回答を除いた回答者数で割った数値で、数値は-２から+２の範囲となり、-２に近

いほど低く、+２に近いほど高い、とみます。 

 

項  目 満足度 重要度 

1．町民相互のまちづくり活動 0.22 0.81 

2．町民･事業者･役場で地域づくり 0.24 0.95 

3．地域活動への支援 0.21 0.65 

4．広報紙や町ＨＰの情報提供 0.45 0.82 

5．懇談会や説明会、意見交換会 0.14 0.53 

6．国際交流、地域間交流 0.47 0.48 

7．農業 0.60 1.16 

8．商業 -0.58 1.07 

9．町の魅力を訪問者に伝える -0.13 0.71 

10．観光 0.04 0.70 

11．労働環境 -0.13 1.09 

12．地産地消 0.23 0.97 

13．消防・救急 0.76 1.37 

14．犯罪がない 0.72 1.41 

15．災害時の避難場所､危機意識 0.21 1.26 

16．鹿追町への愛着、定住 0.62 0.95 

17．公園や緑地 0.41 0.84 

18．道路整備、除雪 0.71 1.32 

19．高齢者の生きがい 0.37 1.02 

20．老後の不安 -0.03 1.17 

21．子育てに関する相談や支援 0.35 1.12 

22．障がい者福祉 0.18 1.04 

23．病気やケガの負担が軽い 0.12 1.24 

24．医療体制 -0.42 1.32 

25．健康増進や相談、健診 0.27 0.99 

※次のページに続きます 

  



４４ 

※前のページの続きです 

項  目 満足度 重要度 

26．特別養護老人ホームなど 0.26 1.17 

27．保育所など子育て支援 0.64 1.17 

28．生涯を通して学ぶ機会 0.37 0.75 

29．スポーツやレクリェーション 0.28 0.61 

30．文化財、伝統文化 0.35 0.62 

31．小中学校の教育環境 0.34 1.02 

32．高等学校の教育環境 0.37 0.97 

33．未就学年齢の教育 0.25 0.88 

34．学校教育 0.15 0.99 

35．子どもたちの遊び、学び 0.33 1.02 

36．図書館 0.12 0.79 

37．町内の自然が良好 0.68 0.97 

38．自然環境を守る意識 0.08 0.83 

39．省エネ、新エネなど環境保全 0.51 1.00 

40．生活環境美化の取組み 0.44 0.89 

41．リサイクル 0.43 1.04 

42．上・下水道 0.97 1.34 

43．公営住宅 0.21 1.01 

44．バスなど公共交通機関 -0.28 1.13 

45．歩道 0.25 1.09 

46．インターネットや Wi-Fi など -0.10 0.85 

 

 

○さらに、「満足度」の数値を横の軸、「重要度」の数値を縦の軸に位置づけた分布図

で示すと、すべての項目は、タテ軸は０～1.5の範囲、ヨコ軸は－0.6～+1の範囲に

分布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  の部分を拡大した分布図は、次のページのようになります。 
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1.町民相互の

まちづくり活動

2.町民･事業者･役場で

地域づくり

3.地域活動への支援

4.広報紙や町ＨＰの情報提供

5.懇談会や説明会、

意見交換会

6.国際交流、地域間交流

7.農業

8.商業

9.町の魅力を訪問者

に伝える 10.観光

11.労働環境

12.地産地消

13.消防・救急

14.犯罪がない

15.災害時の避難場所､

危機意識

16.鹿追町への

愛着、定住

17.公園や緑地

18.道路整備、除雪

19.高齢者の生きがい

20.老後の不安

21.子育てに関する相談や支援

22.障がい者福祉

23.病気やケガ

の負担が軽い

24.医療体制

25.健康増進

や相談、健診

26.特別養護老人

ホームなど
27.保育所など

子育て支援

28.生涯を通して学ぶ機会

29.スポーツやレクリェーション

30.文化財、伝統文化

31.小中学校の教育環境

32.高等学校

の教育環境

33.未就学年齢の教育

34.学校教育

35.子どもたち

の遊び、学び

36.図書館

40.生活環境美化の取組み

41.リサイクル

42.上・下水道

37.町内の自

然が良好
38.自然環境を守る意識

39.省エネ、新エ

ネなど環境保全

43.公営住宅

44.バスなど公共

交通機関

45.歩道

46.インターネットや

Wi-Fiなど

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

-0.6 -0.4 -0.2 0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

 

○「24.医療体制」や「44.バスなど公共交通機関」「8.商業」などは、満足度が低く、

重要度が高い位置に、「14.犯罪がない」「13.消防・救急」「18.道路整備、除雪」

「42.上・下水道」などは、満足度が高いものの重要度も高い位置に分布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い 

高
い 

低い 満足度 

重
要
度 

低
い 

● まちづくりへの参加や協働について 

□ 産業について 

■ 防災・地域安全について 

▲ 保健・福祉・医療について 

 

○ 教育・生涯学習について 

◆ 環境・自然について 

△ 生活基盤について 

 



４６ 

 

●満足度を性別でみると、満足度が最も高いのは男女とも「42.上・下水道」です。 

●男女で最も差があるのは「24.医療体制」で、男性が高く、女性が低くなっています。 

●46 項目中、女性の満足度の方が高いのは 10 項目のみで、全体を通して女性の方が

低めです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



４７ 

 

●満足度を年齢別でみると、満足度が最も高いのは、40歳代以上は「42.上・下水道」

ですが、19 歳までは「13.消防・救急」、20 歳代は「14.犯罪がない」、30 歳代は

「37.町内の自然が良好」です。 

●年齢の差が最も大きいのは「25.健康増進や健康相談、予防健診体制」（80 歳代以上

が最高、19歳までが最低）です。 

●全体を通して、70 歳代や 80 歳代以上の満足度は高くなっています。一方、19 歳ま

での回答者の満足度は全体的に低めで、46 項目中 16 項目で各年齢の中で最も低い

数値となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



４８ 

 

●重要度を性別でみると、満足度が最も高いのは、男女とも「14.犯罪がない」です。 

●男女で最も差があるのは「22.障がいをもつ人が安心して生活（している）」で、女

性が高く、男性が低くなっています。 

●46 項目中、女性の満足度の方が高いのは 11 項目のみで、全体を通して女性の方が

低めです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



４９ 

 

●重要度を年齢別でみると、重要度が最も高いのは、19 歳までと 30 歳代は「24.医療

体制」、20歳代と40歳代と60歳代は「14.犯罪がない」、50歳代は「24.医療体制」

と「14.犯罪がない」（同数値）、70 歳代と 80 歳代以上は「42.上・下水道の整備」

です。 

●年齢の差が最も大きいのは「5.地域での懇談会や説明会、意見交換会」（80歳代以上

が最高、20歳代が最低）です。 

●全体を通して、80 歳代以上の重要度が高めで、46 項目中 19 項目で各年齢の中で最

も高い数値となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



５０ 

６ 今後１０年間で特に力を入れるべき取り組み 

６ 鹿追町が今後 10 年間で特に力を入れるべき取り組みとして、どのようなものを望みま

すか。【５つまで選択】 

○「24.医療体制」（23.9％）が最も高く、「44.バスなどの公共交通機関」（23.0％）

が僅差で続きます。以下、「8.商業」（19.6％）、「7.農業」（17.1％）、「20.老後に経

済面、健康面に不安がない」（16.4％）と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

  



５１ 

 

●性別、年齢別に順位をみると、性別では、男性や 70 歳代以上は「44.バスなどの公

共交通機関」、年齢別では、20 歳代以下は「46.情報ネットワーク」と第１位は全体

と異なります。 

※数値は％ 

  第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 

全体 
［1,621］ 

24.医療体制 
44.バスなどの公
共交通機関 

8.商業 7.農業 
20.老後に経済面、
健康面に不安がな
い 

23.9 23.0 19.6 17.1 16.4 
 

  第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 

性 

別 

男性 
［763］ 

44.バスなどの公
共交通機関 

24.医療体制 7.農業 8.商業 
20.老後に経済面、
健康面に不安がない 

22.4 21.6 21.5 19.1 15.2 

女性 
［849］ 

24.医療体制 
44.バスなどの公
共交通機関 

8.商業 
20.老後に経済
面、健康面に不
安がない 

23.病気やケガの負
担が軽い 

26.3 23.6 19.8 17.7 14.0 
 

  第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 

年 

 

 

 

齢 

19 歳 
まで 

［12］ 

46.情報ネットワ
ーク 

24.医療体制 45.歩道の整備 
1.町民相互のま
ちづくり活動 

11.労働環境 

18.道路整備、除雪 

41.7 33.3 25.0 16.7 16.7（同率） 

20 歳代 
［112］ 

46.情報ネットワ
ーク 

24.医療体制 8.商業 
44.バスなどの公
共交通機関 

14.犯罪がない 

21.子育てに関する
相談や支援 

33.0 25.0 23.2 21.4 17.0（同率） 

30 歳代 
［194］ 

24.医療体制 8.商業 
44.バスなどの公
共交通機関 

7.農業 11.労働環境 

33.0 25.3 21.1 20.6 19.6 

40 歳代 
［278］ 

24.医療体制 
44.バスなどの公
共交通機関 

8.商業 
20.老後に経済
面、健康面に不
安がない 

7.農業 

29.1 26.3 22.7 19.1 17.3 

50 歳代 
［251］ 

24.医療体制 
44.バスなどの公
共交通機関 

8.商業 
20.老後に経済
面、健康面に不
安がない 

7.農業 

28.7 25.9 25.1 24.7 21.5 

60 歳代 

［309］ 

24.医療体制 
44.バスなどの
公共交通機関 

20.老後に経済
面、健康面に不
安がない 

8.商業 7.農業 

28.2 26.5 22.0 21.4 20.1 

70 歳代 
［283］ 

44.バスなどの公
共交通機関 

7.農業 
20.老後に経済
面、健康面に不
安がない 

26.特別養護老人
ホームなど 

2.町民･事業者･役
場が協力した地域づ
くり/24.医療体制 

21.9 15.2 14.5 14.1 13.8（同率） 

80 歳代 
以上 

［180］ 

44.バスなどの公
共交通機関 

2.町民･事業者･役場が協力した地域づくり/16.鹿追町
への愛着、住み続けたい/26.特別養護老人ホームなど 

19.高齢者の生きが
い 

13.3 9.4（同率） 8.3 

  



５２ 

 

［前回との比較］ 

○前回と同様に「24.医療体制」が第１位ですが、前回よりも高くなっています。第２

位については、前回は「7.農業」と「8.商業」（同率）でしたが、今回は「44.バス

などの公共交通機関」となっています。 

 

 

 

 

  



５３ 

 

７ 町民サービスの水準と負担 

７ 鹿追町が提供する町民サービスの水準についてどのようにお考えですか。【Ａの考え方

に近いか、Ｂの考え方に近いか、項目ごとに、１から４までの中から１つ選択】 

 

7-1.「Ａ サービス水準を維持するためには、自己負担が増加しても止むを得ない」「Ｂ 自己

負担はできないので、サービスの水準が低下しても止むを得ない」 

○「どちらかと言えばＡに近い」（44.7％）が最も高く、「Ａに近い」（19.8％）、「どち

らかと言えばＢに近い」（18.1％）、「Ｂに近い」（10.2％）の順です。 

○「どちらかと言えばＡに近い」と「Ａに近い」の合計は 64.5％で、「サービス水準を

維持するためには、自己負担が増加しても止むを得ない」と考える割合が６割以上

を占めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



５４ 

 

●性別でみると、「Ａに近い」は男性、「どちらかと言えばＢに近い」は女性で高く、

男女の差がめだちます。 

●年齢別でみると、「Ａに近い」は 30歳代や 40歳代で他の年齢より高めです。 

 

 

 

 

 

  



５５ 

 

7-2.「Ａ サービス水準に高低をつける場合は、施策の違い（種類・分野など）によって優先

度をつけるべきだ」「Ｂ サービスの水準の高低は、全ての施策にわたって一律に行うべ

きだ」 

○「どちらかと言えばＡに近い」（39.2％）が最も高く、「Ａに近い」（29.7％）、「どち

らかと言えばＢに近い」（13.1％）、「Ｂに近い」（9.6％）の順です。 

○「どちらかと言えばＡに近い」と「Ａに近い」の合計は 68.9％で、「サービス水準に

高低をつける場合は、施策の違い（種類・分野など）によって優先度をつけるべき

だ」と考える割合が７割近くを占めます。 

 

 

 

 

 

  



５６ 

 

●性別でみると、「Ａに近い」は男性、「どちらかと言えばＢに近い」は女性で高く、

男女の差がめだちます。 

●年齢別でみると、「Ａに近い」は 20歳代や 30歳代で他の年齢より高めです。 

 

 

 

 

  



５７ 

 

7-3.「Ａ 行政と町民が協働して役割分担をし、ともにサービスを担うのが望ましい」「Ｂ 町

民が協働でサービスを担うのは、仕事や生活があるので難しい」 

○「どちらかと言えばＡに近い」（33.6％）が最も高く、「どちらかと言えばＢに近い」

（23.7％）、「Ａに近い」（20.1％）、「Ｂに近い」（14.7％）の順です。 

○「どちらかと言えばＡに近い」と「Ａに近い」の合計は 53.7％で、「行政と町民が協

働して役割分担をし、ともにサービスを担うのが望ましい」と考える割合が約半数

を占めますが、一方、「町民が協働でサービスを担うのは、仕事や生活があるので難

しい」と考える割合も４割近くを占めています。 

 

 

 

 

 

  



５８ 

 

●性別でみると、「Ａに近い」は男性、「どちらかと言えばＢに近い」は女性で高く、

男女の差がめだちます。 

●年齢別でみると、「Ｂに近い」は 20 歳代以下、「どちらかと言えばＢに近い」は 30

歳代から 60歳代で他の年齢より高めです。 

 

 

 

 

 

 

  



５９ 

 

［前回との比較］ 

○前回に比べて、「サービス水準を維持するためには、自己負担が増加しても止むを得

ない」や「サービス水準に高低をつける場合は、施策の違い（種類・分野など）に

よって優先度をつけるべきだ」という考え方の割合は増えていますが、「町民が協働

でサービスを担うのは、仕事や生活があるので難しい」と考える割合はやや増えて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



６０ 

８ まちづくりの取り組みで参加したいと思う活動分野 

８ まちづくりの取り組みで、地域と行政の協働が必要となっていますが、今後どのような

取り組みに参加したいと考えますか。【２つまで選択】 

○「保健、福祉医療に関する活動」（28.4％）が最も高く、「子どもの健全育成に関す

る活動」（26.0％）、「地域の安全に関する活動（防災・防犯・交通安全）」（24.6％）

と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他の内容：高齢者のため活動出来ない（12）、ゴミ処理の関係、ボランティア、ヤングの活動・交流、災害についての予
防・自主運営のための活動、障がい者の雇用・生活、町の特産品の開発とアピール・更なる啓蒙、農閑期にできるものなら
良い、未来に夢を持てる鹿追町（人口対策） 

 

●性別でみると、女性は、全体と同じく「保健、福祉医療に関する活動」が第１位、

「子どもの健全育成に関する活動」が第２位ですが、男性は「地域の安全に関する

活動」が第１位、「産業振興やまちのにぎわいづくりの活動」が第２位です。 

 

 

 

 

 

 

  



６１ 

 

●年齢別でみると、19 歳までは「道路などの清掃や公園、花壇の整備や管理」、20 歳

代から 50 歳代までは「子どもの健全育成に関する活動」、60 歳代と 70 歳代は「地

域の安全に関する活動」、80歳代以上は「保健、福祉医療に関する活動」が第１位で

す。 

●「子どもの健全育成に関する活動」は 30歳代、「生涯学習に関する活動」は 19歳ま

での回答率が、他の年齢に比べて高く、差がめだちます。 

 

 

 

 

 

 

 

  



６２ 

 

［前回との比較］ 

○前回と同様に「保健、福祉医療に関する活動」が第１位、「子どもの健全育成に関す

る活動」が第２位、「地域の安全に関する活動（防災・防犯・交通安全）」が第３位

ですが、「保健、福祉医療に関する活動」は前回よりも低くなり、「子どもの健全育

成に関する活動」と「地域の安全に関する活動」は高くなっていなす。 

 

 

 

 

 

  



６３ 

９ 鹿追町に関する情報を得るのによく利用する手段 

９ 鹿追町に関する情報を得るのに、あなたがよく利用する手段は何ですか。【２つまで選

択】 

○「まちの広報紙」（79.8％）が最も高く、他よりもかなり高い回答率となっています。

間をあけて、「回覧板」（20.9％）、「新聞」（18.6％）、「防災無線」（18.3％）が続き

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※SNS の内容：Facebook（23）、Instagram（2）、Twitter（2） 

 

 

●性別でみると、男女とも「まちの広報紙」が第１位です。 

●「議会だより」は男性の回答率が女性よりも高く、男女差がややめだちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



６４ 

 

●年齢別でみると、いずれの年齢も「まちの広報紙」が第１位です。 

●「まちのホームページ」は 20歳代から 50歳代、「議会だより」は 80歳代以上、「防

災無線」は 60歳代以上、「SNS」は 19歳までで、他の年齢よりも高く、差がめだち

ます。 

 

 

 

 

  



６５ 

 

［前回との比較］ 

○前回と同様に「まちの広報紙」が第１位で、回答率もほぼ同じです。 

○「まちのホームページ」や「防災無線」は前回よりも高くなっている一方、「回覧板」

は低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



６６ 

10 まちづくりに関する自由記載 

10 鹿追町の今後のまちづくりに対するご意見やご要望がありましたらご記入ください。 

1.インフラ整備 

＜道路＞ 

 １日にあまり通行がない道が整備されるのはいいのですが、もっと先に整備する所があると思い

ます。（60代・女性） 

 いずみ野の道路を早く作ってほしい。（30 代・男性） 

 ベビーカーを押して歩いていると、ベビーカーでは通り辛い歩道が数多くあります。（ガタガタ、

段差等）。（40 代・女性） 

 高齢化社会に配慮した環境整備が必要と考えられる。（例）電動車いす等で歩道を通行する場合、

凸凹が多く通行に不便である。（70 代・男性） 

 自転車レーン整備。（30代・女性） 

 新しく分譲した土地の歩道を整備して欲しい。小さい子どもたちが多いのでベビーカーを使えま

せん。（30代・女性） 

 人も、自転車も、車も、安全に通行できる環境に整えてほしい。（50 代・女性） 

 町内には排水溝が皆無と感じておりますが、地球温暖化により想像以上の降水量になり、舗装道

路は川化となり災害時、避難する際道路が使用出来ないため、避難場所への移動も困難になる可

能性大であり、排水溝は必要と思われます。（70 代・男性） 

 通学路含め、アスファルト（割れていたり、剥がれている所）を整備して欲しい。（30 代・男性） 

 道の補修。（50 代・女性） 

 道路の段差が酷いので直してほしい。（30 代・男性） 

 農村地区からも子供が安全に自転車で町へ行けるように歩道をお願いします。（30 代・男性） 

 農村部の道路の整備。（40代・男性） 

 農村部の歩道の整備（子供が自転車で町まで行ける様に！！）。（40 代・男性） 

 白線が消えたままで、早く白線をつけて下さい。（70代・女性） 

＜除雪＞ 

 除雪。（80代以上・女性） 

 除雪には満足している。（40 代・女性） 

 除雪の時、家の前に雪が残っていることがあるのできれいにしてほしい。（60代・女性） 

 除雪はその日のうちに行ってほしい。大雪になると除雪車がこないので、仕事を休まなければな

らなくなる。山奥ならいざ知らず、うちは青葉区なので町なかです。（40代・女性） 

 除雪も出勤時には、まだ終わっておらず出られない時もあります。（40代・女性） 

 冬の除雪が遅い。どうでもいいときにやってみたり、除雪して欲しいときにしないとか。（40

代・女性） 

 冬の国道や墓地道路が吹雪いて危険です。防護柵や除雪など何か検討お願いします。（40 代・女

性） 

 冬の除雪時に道路の雪を歩道に寄せられると自家用車を出せずに苦労するので、道路の雪を除雪

後なるべく速やかに歩道も除雪してほしい。（30 代・女性） 

＜上下水道＞ 

 上下水道が全てに行き届いてないのは良くないと思う。（30代・男性） 

 上水道が学校・教員住宅は冷たくない、水圧が弱く、体調を悪くしている人もいると聞いている。

（60代・男性） 

 上水道の塩素濃度が高く、美味しいとは言えないので、改善し、濃度を下げてほしい。（60 代・

男性） 

 上水道は 100％にするべき。地下水はいろいろな面で不具合あり。（50代・男性） 



６７ 

 水道管が古くなっているという話を聞いたことがあるので、対策が必要ではないか。（20 代・女

性） 

 水道水の確保（管の劣化等が心配）。（60 代・男性） 

 農用水ですが日中水の出が悪く困っています（農繁期中だけ）。（70 代・男性） 

＜情報通信＞ 

 ５Ｇ反対。（50 代・男性） 

 Ｗｉ－Ｆｉ。（20代・男性） 

 Ｗｉ－Ｆｉ整備。（40 代・男性） 

 インターネット環境、光回線をはやくととのえてほしい（ＰＣでインターネットができない）。

（30代・不明） 

 インターネットが主流の時代。Ｗｉ－Ｆｉがどこでも使える環境は、町民にとってとても嬉しい、

ありがたいサービスだと思います。（40代・男性） 

 インターネットの光回線。（40代・男性） 

 インターネットの充実。光インターネットを農家家庭まで充実させてほしい。（30 代・男性） 

 インフラ整備。光ケーブルを各戸に引き、インターネットがストレスなく行える様にしてほしい。

（50代・男性） 

 なるべく早く光回線を望む。（30代・女性） 

 ネット回線の整備をして欲しいです。僻地に住んでいると情報や買い物等インターネットのある

環境はとても助かります。それなのに街から離れれば離れるほど、ネット環境は悪くなっていま

す。駅がなく、バスの本数も少ない。都会へ出るのには時間もお金もかかり不便です。不便な環

境の地域にこそ、快適なネット環境の整備をお願いします。（60代・女性） 

 ネット環境の整備→現在のネット社会、ＩＴ社会の中、インターネットがつながり辛い、つなが

らないでは、若者は定着しないかと思います。今後の町の発展にも大きく影響してくるのではな

いでしょうか。（20代・女性） 

 携帯電話の電波が悪く、通話・通信が出来ない地域がある。（30代・男性） 

 光回線を引いてほしい。（50 代・男性） 

 笹川北までＷｉ－Ｆｉが届きにくいため、改善を求めます。（20代・男性） 

 上幌内地区にもＷｉ－ｆｉなどのネットワーク環境の整備に力を入れてほしい。（20代・男性） 

 地域格差。（町と農家地区）の格差を！！ネット、等。（40代・男性） 

 中心地より外れに家が有るので、ネット環境がとても悪いです。仕事にも影響が有るのでもう少

しネット環境を良くしてもらいたいです。（町のＷｉーＦｉも民間のＷｉーＦｉも色々聞いてみ

ましたがダメでした…。）（50代・女性） 

 町中でＷｉ－Ｆｉ（ｆｒｅｅ）環境をととのえて、若い人にもっとチャンスをあたえるべきでは。

（50代・男性） 

 町内のどこでもインターネット光回線が使えるようになればうれしい。（20 代・男性） 

 町内全域で光回線を使えるようにしてほしい。同じ農村地区でも使えるところと使えないところ

があるのはどうかと思う。（30代・女性） 

 同じ鹿追町なのに市街は光が通っていて、農村地区は通ってないのは不公平だと思います。ＡＤ

ＳＬも何年か後には無くなるらしいので、ぜひ光を通してください。（50代・女性） 

 農家地区へのインターネット環境を良くしてほしい。（20代・男性） 

 農村地域のインターネットの充実を強く希望します。（40代・女性） 

 農村地区にも光回線は必要です。（50代・女性） 

 農村地区も光通信の整備。（50代・男性） 

 幌内にもネット環境を良くして欲しい。地域によってネット環境の差が激しい。平等にすべき。

地域格差をなくして欲しい。（19歳まで・男性） 
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2.教育文化 

＜学校教育（保育関係除く）＞ 

 いじめなどへの適切な対応、およびケア。過去を思い出しても嫌な思いをしない人が多い町作り

をしてほしい。（20代・女性） 

 小学校の統合を進めてほしい。住んでいる所（上幌内）の学校の人数が少なすぎる。学校がなり

立たない。これから人数が増える見込もない。（30代・不明） 

 幼児教育の水準を高めるために、教育の質をあげてほしい。（30代・女性） 

 学区（小・中）の設定は無くして、特色のある学校に子供、親が選択できるようにして欲しい。

（50代・男性） 

 学校の先生方の負担軽減できませんか？業務が忙しいからか生徒に対してきちんと向き合ってく

ださる方が減ったように感じます。とても何においても面倒臭そうな感じで。先生同士仲悪いの

か？仕事が楽しそうじゃないので子供を預けるのが不安です。（30代・女性） 

 看護学科を鹿追高校に作るのであれば、福島県の「向志高校」をモデル考え、学校、寮、グラン

ドの整備、最寄り駅、ＪＲ新得駅に向うコミュニティバス（新得町、清水町、鹿追町）合同で目

標、朝、夕は（学生が使う時間目標１時間２本！！）→新得方面鹿追→帯広あったら安心。（40

代・女性） 

 給食費等の無料化はありがたいですが、教育の質の向上に努力してもらいたいです。（30 代・女

性） 

 現在、中・高校と少子化により、部活動によっては単独チームが作れず、近隣の学校との合同に

よって大会に出場しています。練習時など、保護者により練習場まで送迎しているのが現状です。

昨年全道大会に準じる大会に合同で参加しましたが、その際他町２校は町からの助成金がありま

したが、鹿追町からはありませんでした。全額個人負担となりました。普段の練習時にスクール

バス運用、タクシー代の助成などが他校ではあります。少子化の今、我が町の方でもスクールバ

ス利用等を検討してほしいと思います。（冬期、スケート部の送りのみ運用しているのはなぜな

のでしょうか。瓜幕中との合同部活もあります。両校間の部活用スクールバスも考えてはどうで

しょう。）（50 代・女性） 

 高校ですが周りは部活を続けたくて帯広等に出てしまいます…。何か良い案ないですか…？（40

代・女性） 

 他町からの高校入学生徒には優遇措置がありますが、町内は、中学校に合わせたバスしかありま

せん。（40代・女性） 

 高校の女子用ドミトリーを建設して下さい。（60 代・男性） 

 高校生への給食の提供。（無償でなくてもよい。）（30 代・女性） 

 今は分かりませんが、いじめがあっても見逃したりするような教育環境にならない事を願います。

（30代・女性） 

 子どもの教育に力を（次世代を担う）。単に教育や子育ての無料化（親に対してのもの）ではな

く、子供の学力向上などに投資。（50代・男性）  

 鹿中の置き勉の許可を出してあげてほしいです。肩を壊して受診しています。瓜中は許可してい

ます。冬は徒歩や夜遅いのでとても心配。女の子が不審者に会っても走れないくらい重たい。助

けてあげてほしい。（30代・女性） 

 鹿追高校２間口維持のため更なる魅力づくりの教育体制。（70 代・男性） 

 鹿追高校を無くさないように努力する。（60代・男性） 

 鹿追高等学校の１学年２問口の維持。（80 代以上・男性） 

 小学校（鹿追小学校）の学習発表会について。演目が、テレビなど、流行を取り入れたものが多

い年があったのが気になりました。生徒から出た案かとは思うのですが…それをそのまま採用す

るのではなく、時代を越えて受け継がれてゆくような題材を、学校側が提示した方がよいのでは

ないかと思いました。風情や歴史的な観念から題材が選ばれることを願っております。（30 代・

女性） 

 小学校までの距離が遠く、危険な道路（信号のない道路等）も多いので、スクールバスで送り迎

えしてほしい。（40代・女性） 

 小中高の一貫教育は続けてほしい。（60代・男性） 
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 小中高の学校教育について手厚い支援を希望します。英語教育など…。（20 代・男性） 

 小中高一貫教育はぬるすぎて子供を駄目にしている。大人になって１歩外に出たら生きていけな

い人材を育てているにすぎないと思う。（40代・女性） 

 地域の小学校は児童数が減少していても先生の体制が変わらないのに、鹿追小学校は１クラスの

児童数が多く、先生が見きれていない。教育体制をもっと充実させて欲しい。（40 代・女性） 

 町として、小中高の今後。（40代・女性） 

 町内にある小中学校を統廃合して１校ずつに（経費削減と教育の質の向上）。スクールバス対応。

（70代・男性） 

 町内の学校にＣＡＰ（子どもへの暴力防止プログラム）をとりいれる。子どもを被害者にも加害

者にもさせないために。（40 代・女性） 

 美術教育の強化。高校生へも美術教育の時間を。（30代・女性） 

 文科省の研究開発指定校の時代のほうが、教育に対する取組が充実していた。また、教育を通し

て、ＰＴＡをはじめ人のつながりも深かった。しかし、ＣＳ（ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ）になって、バラバ

ラになってしまい他の町よりもレベルが低くなっている。これからの指導要領は、鹿追が実践し

てきたことが反映されている。そのことをしっかりふまえて、鹿追の教育を考えてほしい。ＣＳ

をやるなら、しっかり力のあるコーディネーターを配置すべきである。（50 代・男性） 

＜給食、食育＞ 

 「給食費無償化」は反対。親が自分の子供を食べさせるのは基本。あえてここだけはきちんと区

別して無償化事業を進めて欲しい。「食育」の中には”食べることとは””食べさせることとは”

といった教育があるはず。（50代・女性） 

 学校給食について。現在の給食は、大変栄養バランスを考えられたものだと思うのですが、冷凍

食品や添加物の視点から「本物の食・命を作る食」とは、かけ離れているように感じます。沢山

の農産物で囲まれた鹿追だからこそできる命を作る給食を作ってくれませんか？８００食作るこ

とを考えるとできないこともよくわかりますが、子供たちが笑顔になる食、質素でいいので、で

きないでしょうか。鹿追町にしか出来ない本当の食育を！！（40代・女性） 

 給食の食材を町内産、十勝産、道内産にできるだけする。（30 代・女性） 

 給食費が無料になりましたが、誰かの希望があったのでしょうか？無料になるよりも、地元食材

を多く使う、食が進む様な物にするなど内容を充実させてほしかったです。私の回りにいる保護

者は、みんな同じ意見です。町民の一部の意見か、多数の意見か、よく声を聞いて今後判断して

ほしいです。（40代・女性） 

 給食費は無料にすると、この先ずっと無料にしなくてはならない。補助金を出して、質を上げた

方がいいかと思います。（50 代・女性） 

 食育。（60代・女性） 

 無償化による子育て支援政策は保護者にはありがたいが、質の低下などによって子供たちのため

にはなっていないのでは？給食も無償化よりも全て地元産、オーガニック、添加物・放射能フリ

ーで子供たちの健康を考えた素材、発酵食品を沢山取り入れた献立など他町村にも自慢できる、

本当の安心、安全な内容、質の向上をしてもらった方が子供のためであると思う。そのために今

までの給食費は町民負担して、足りない分を町費でまかなうとかの方が真の意味でありがたい。

本当に子供のためになる政策を！（30代・女性） 

＜社会教育、文化＞ 

 図書館、資料館、開拓記念館を併設。（70 代・女性） 

 公共施設の「授乳室」「おむつ換えスペース」の充実を希望します（特に図書館）。（30 代・女

性） 

 子どもから大人まで学習できる場（自習など）もっと欲しいです。図書館、新しくなるのとても

楽しみです。（20代・女性） 

 新しい図書館。（50代・女性） 

 図書館が古く手狭になってきているので、空調を完備した避難場所にもなる建物を早く作って欲

しい。高校に看護科を誘致するにも学習する場は必要と思う。（40代・女性） 

 図書館は建物（立派なものは不要）よりも図書の整備を考え、永続的整備ができるものにして欲

しい。（50代・男性） 
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 多くの子どもたち（幼、小、中、高）が気軽に立ち寄れる図書館と安く飲食できるカフェが併設

されているとよいと思う。教養と文化芸術の意識を高められる安心・安全な環境がほしい。（50

代・女性） 

 町民ホール、和室北側の日本庭園の木陰にベンチを数個置いて欲しいです（春～秋）。（70 代・

女性） 

 文化について、町民も行政職員もともに意識の変革が必要だと思います。（50代・女性） 

 様々な文化施設（図書館、郷土史資料館、ジオパークビジターセンター等）を集約する事で、来

町者への情報発信が可能と考えます。場所は、できるだけ国道から入りやすい道の駅しかおい、

とかち鹿追ジオパーク情報館、役場南側駐車場を整備できれば、スペースを確保できると考えま

す。（特に役場南側駐車場は、国道も近く、有効活用できれば良いと思います。）（30 代・男性） 

＜スポーツ＞ 

 オリンピック選手を輩出するための設備。スキー、スケート、スノーボード（パーク）、カヌー、

乗馬、ＢＭＸ、スケボー、カーリング等…。（40 代・男性） 

 オリンピック選手育成の為、陸上コート、サッカー（人口芝）、帯林の様なスケート体育館建設

を行い、十勝に来たくなる様な事を考える。（40 代・女性） 

 綺麗なスケートリンクが欲しい。（40代・男性） 

 サッカーコートが欲しく、必要だと考えます。鹿追のサッカー人口も多く、増えて来ていると思

います。「芝生の町」としても、使える芝地＝サッカーコートが中心となった施設設備、景観が、

鹿追の魅力になると思います。小学校、こども園の近くに有ると良いです。お願いします。（40

代・男性） 

 サッカー少年団も出来たので、サッカー場を整備してほしい。（40代・男性） 

 サッカー人口が増えているのに、他町と比較してもサッカー場が整備されていない。（40 代・女

性） 

 ジオパークゴルフ場だがコースの造りがあまりにも難度が高く、上級者向けすぎるのではない

か？パークゴルフは、子供からお年寄りまで、幅広く楽しめるスポーツだと思うが？（60 代・男

性） 

 スポーツの活発な町、に必要な施設です。スポセンは、体育館以外、暗くて狭いと思います。そ

こで、ひとつ思う事がありますが、子ども園園舎ができたら、今の保育所園舎は、どのように利

用するのですか？とても良い場所だと思うので、小・中・高生が雨の日に利用できる室内運動施

設「第２スポセン」として、２階建てのスポーツ施設建設はどうですか？１階ミニ体育館、休憩

場。２階、スポーツジム。グランド、ネットをはってミニグラウンド場。町営グラウンドでは夏

は陸上西部大会、冬はスケート西部大会として使われます。他の町（新得、清水、芽室）の方が

来て、鹿追にはいい施設があっていいね、と思われる施設が増えるといいと思います。（40 代・

女性） 

 タータントラックが欲しい（屋内）。（40 代・男性） 

 パークゴルフ場をいっぱい作って無料で開放しているが、新得町のように全天候型運動場を整備、

造成して欲しい。現在、瓜幕中陸上部が、週末新得で練習しているのは、営業所得十勝３位の鹿

追としては、なぜかプライドを傷付けられる気がする。（60代・男性） 

 仕事が終わってからだとプールが利用できない。（50代・女性） 

 使用者が少ない施設（ゲートボール場）を建てるな（無駄）。（20代・男性） 

 少年団活動の充実。（50代・男性） 

 新得町にあるピラサ競技場や、士幌や大樹町などのあるスケートリンクのような施設があると、

鹿追町の子ども達が利用できるので良いと思う。比較的、鹿追町は高齢者向けの施設が多いと思

われる。（例えばパークゴルフ場は町内に３つもある。又、ゲートボール場も近年みないるがあ

る。）今年度、鹿追町には全道陸上大会に１２人もいる。他町村にくらべると多いと思う。又、

スケートでも人数が多いと思われます。是非、子ども達のための施設も作って下さい。（50 代・

女性） 

 大規模スポーツ大会の誘致（ロードレースとか、マラソン大会とか…）。（40代・男性） 

 中央公園のパークゴルフ場を撤去して、子供たちがいきいき運動できる所を取り戻す。（20 代・

男性） 
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 エンデュランスはずっと続けられるのですか？町からの持ち出しが多いと聞きますが本当でしょ

うか。（60代・女性） 

＜子どもの居場所（学童除く）＞ 

 学童とは別に児童館があればとずっと願っていた。子どもの小さい頃からアンケートに書いてき

た。ゲームをしない放課後の遊び場で、のびのび育って欲しい。高学年の子がお手伝いして、低

学年の子の面倒を見たり、皆がいるから皆が集まる場が必要。居場所がなくて、遊ぶ相手がいな

くて、皆が皆習い事で忙しくして、悪循環になっていると思う。（40 代・女性） 

 小中学生の不登校児童がいるという事を聞いています。仕事を持つ親も多いと思い、家で１人で

過ごしていると思うと心が痛みます。フリースクール等、学校に行けなくても、子供の居場所が

出来る、そんな場所を作ってあげられると良いと思います。（60代・女性） 

 中、高生が遊べる場所（雨が降っても）が少ない。屋内で遊べる場所が欲しい。（40代・女性） 

 欲を言えば、小・中・高生が集まれる場の提供。これに関しては、ｗｉ－ｆｉ環境の場は、町民

ホールかほほえみプラザです。中学生は、このどちらかに集まっています。スポセンは、体育館

以外、暗くて狭いと思います。（40 代・女性） 

＜教育全般＞ 

 ３０年後の鹿追をイメージして、人づくり、環境づくりに励む。そのためにも鹿追で育った優秀

な子どもたちがカムバックできるシステムづくりも大切。（50 代・男性） 

 お金の心配なしで教育を受け、成長して社会人になった時、お金の価値観についてどう感じ、ど

う行動するだろう？とても気になります。（70代・女性） 

 これからは、公助ではなく、自助・共助の時代であり、一人一人の能力向上、また、共に助け合

う精神を育むことが重要であり、教育分野に投資し、町の未来を明るいものとしてほしい。教育

部門への投資は、すぐに成果はでないが、将来、大きな実がなることが期待できる。（40 代・男

性） 

 まちづくりを検討するには、まず将来に向かって人づくりをする事が大切と思います。ＡＩの普

及する時代に合った教育をする必要があるのではないかと思います。（70代・男性） 

 教育の質を上げてほしい。（40代・男性） 

 高齢者が多い町なので、教育に力を入れてほしい。（70 代・女性） 

 今後も教育の充実に力を入れてほしいと思います。（40 代・男性） 

 子ども達が将来、スポーツや勉学で活躍出来る様な町にして欲しい。（20代・男性） 

 障がいの有無に関わらず、特技や個性を大切にする教育の推奨、少子・高齢化に対応するため、

施設の充実だけでは補うことのできない地域活動、支え合いが必要であることの教育、思いやり

の心を持つ子どもの育成。（50代・女性） 

 幼児教育～高校教育はより積極的に行うべきではと思う。（40 代・男性） 

＜その他＞ 

 バイオガスなど、大学生に声をかけて研究や学習の場にする。酪農教育ファームの活動を活用し

て食育や地域の産業のすばらしさを学ぶ。（徒歩で牧場に行ける恵まれた環境を活用）札幌など

ではわざわざバスで１時間かけて牧場学習に行くそうですョ！（40代・女性） 

 平成館って何。必要だったのか？（50代・女性） 

 10 年、50 年、100 年先を見据えての教育はとても重要。そこにはしっかりと力を入れた方が良い。

ＩＴなどのインフラも先進的なものを整備しつつ、それに子ども達が正しく触れる機会を作って

あげる。更に例えば学校の一部をコワーキングスペースにして開放するとともに、Ｗeb デザイナ

ーやクリエーターのような人たちにもそれを使ってもらう。都会からそうした人々を呼び込み、

彼らと学生たちが学校内のコワーキングスペースで気軽に会えるような場所をつくる。そうした

取組で観光としても注目を浴びたり、いろいろな人たちの相乗効果で、地域産業や生活が活気づ

く。そうした取組を期待します。いろんな人たちが鹿追に来る（老後の移住者とかではなく）そ

れが鹿追にプラスとなる。その土台づくりが大事。（30 代・男性） 
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3.行政一般 

＜行財政運営全般＞ 

 10 年毎の計画ではなく、５年毎程度に短く行った方が時代のニーズや計画の進捗に合わせた施策

ができるように思います。（30代・男性） 

 授業料及び給食費等の無料化は、現在は良いが、今後将来の子供達に町税が増えると思われる為、

最低でも１割程度の負担が必要と思います。又、なんでも無料化はありがたさがなくなります。

（無料が当たり前になる。）（70代・男性） 

 各方向の政策が多様化し、内容の乱立、重複する活動が多いと思う。人、時間、コストを効率化

する為にも、一度整理をすべきだと思います。（40代・男性） 

 公共施設（平成館）、本当に税金を使って作る必要あるのですか？公共施設多すぎると思う。使

ってない会議室、各施設にあるのでは？（60代・男性） 

 財政、人口減の厳しい中、行政（役場）自身も経営する意識をもち、経営する身構えを持ち、採

算の合うサービスを。（70代・男性） 

 町内施設他無料化が進んでいますが、今後は費用対効果も充分検証して実施して下さい。なんで

もかんでもタダはだめだと思います。応分の負担は必要かと。財政が大変になってくる前にお願

いします。（60 代・男性） 

 町民サービスについてですが、サービスの「向上」のための議論であるべきではないでしょうか。

また、町民に負担、分担を求める前に、行政側でやるべきこと、取り組むべき課題がまだあるの

ではないでしょうか。（40代・女性） 

 町予算の効率的な分配。（30 代・男性） 

 年配の方向けの施設ばかり建てても仕方ないと思いますが。（40代・女性） 

 箱物は作らなくてもいいのではないでしょうか。（60代・不明） 

 不必要な公共施設の建設をやめる。（50代・女性） 

 平成館は、多額な金額を掛けて建設したが、本当に必要な施設なのか疑問。（60代・男性） 

 本当に必要か検討すべき。（50代・女性） 

 民間企業や一部事務組合などへの権限移譲を図り、自主、自立性を高める取組も必要だと思いま

す。（50 代・男性） 

＜職員・人事＞ 

 コミュニティデザイナーを雇用または契約し、鹿追町の問題を解決して欲しい。（30代・男性） 

 まずは、役場職員の方たちを見直した方がいいです。仕事ができない人ばかりが上へあがってい

って、結果、たいした事をしていない様に思える。（30 代・女性） 

 個人情報は、役場から漏れています。しっかりと口を閉めてください。自分達のあたりまえは、

町民のあたりまえではありません。（50代・女性） 

 公務員・議員を減らせば良いと思う。（50 代・女性） 

 公務員多すぎませんか。”臨時職員”も含めて。（60代・男性） 

 行政活動について中年層の活躍を望む。（70代・男性） 

 職員の方によりますが、とりあえず意見は聞くけど考える気はない、という姿勢を改めていただ

けたらありがたいです。管理職になるほど「出来ない理由」を説明するのがお上手。「出来るよ

う」前向きに考えてほしい。「意見を集める会議」などにも参加したことはあるのですが、決論

は先にあるのでは？意見を聞いた、という事実を作りたいだけ？と勘ぐってしまうようなもので、

知人も同じような感想でした。（40 代・男性） 

 節電を心掛けているのか庁舎等の暗さが気になります。一定の明るさがないと、労働環境として

も健康にも影響がありそうで心配です。（50代・女性） 

 専門職の充実。相談窓口の充実（顔の見える関係づくり）。（40代・女性） 

 町として、職員の働き方改革含め。（40代・女性） 

 町民から信頼される仕事の仕方を考え、身につけてほしい（町民に対して、親切丁寧に正しい情

報を提供することが欠けていると感じる時があるため）。（50 代・女性） 

 役場の職員のレベルに差があり過ぎるので、採用を適正かつ、公正に行ってほしい。（60 代・男

性） 
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 役場職員に笑顔が欲しい。（40代・男性） 

 役場職員のミスの多さ！書類等、ボーッとしている。（40代・女性） 

 地域おこし協力隊が、単なる程の良いバイトの現状になっていないだろうか？（50 代・男性） 

＜住民参加、協働＞ 

 いつも、様々な場面での行政の方々からの支援・ご協力をいただきありがとうございます。既に

ある行事・団体など継いで行くために参加している物もありますが、自ら、主体的に発していく

という物が不足している様に思います。自らという発想がありつつも方法がわからない…という

点をサポートするところがあれば、活気ある営みがあちらこちらから出現するのではないかと期

待します。全てを行政まかせに…という習慣から脱する一つの方策でもあるかと思っています。

限りある人口の中で、各々が輝き、主体的に能動的に動くとしたら、嬉しいです。（50 代・女性） 

 もっと町民一人一人の力・可能性を信じて協働する。（50代・女性） 

 行政に任せるだけでなく、住民が手伝いながら、意見を出し合って行えば良いと思います。それ

ぞれの年令に応じた、手伝い方があると思います。（80 代以上・女性） 

 町民の声をまちづくりに反映させていただけることは、住みよい街になることと期待しておりま

す。（40 代・女性） 

 町民も行政に関心を持ち、努力していく必要があると思います。（50 代・男性） 

 農村地域の高齢者（老人クラブ等）と町の理事者とのコミュニティをはかる場がなく思います。

（70代・男性） 

＜議会＞ 

 議員の方々には町内での出来事に関心を持ち、より一層の努力をしてほしいです。（50 代・男性） 

 議会も時間の無駄遣いをせずに有効な活用法を考えるべき。（40代・男性） 

 町議 11名も必要ですか？（60代・女性） 

 町議さん方も街の中をゆっくり歩いて見て下さい。色々と問題点がみつかると思います。（60

代・女性） 

 町議の人数を減らし、給料をあげて、一生懸命やってもらう。（50代・女性） 

 町議会議員の定数削減（８人程度）。（70 代・男性） 

＜その他＞ 

 全て充実した政策をお願いします。（80代以上・男性） 

 庁舎も古く建て替えが難しくなるのでは？先を見据えた計画を、お願いしたい。（60代・男性） 

 ふるさと納税返礼品の種類を増やして欲しい。（20代・男性） 

 牛のエサ貯蔵のサイロ（不使中）の税を無税にして頂けないでしょうか？（80代以上・男性） 

 行政区への加入、参加の促進。（60 代・男性） 

 時代に呼応した行政、投資は控え目ですが、観光資源に恵まれており、様々な情報を発信してほ

しい。特に新町長に漸新的手法を望む。（80代以上・男性） 

 鹿追町民の葬儀の折、ここ１～２年前から町長さんの弔辞がなくなり寂しく思います。遺族が望

む場合（長い人生の最期であります）町長さんの弔辞を是非お願いするものであります。（70

代・男性） 

 地域の支え合いのシステム作り。上士幌町の町づくりのような、高齢化した時には交通機関を利

用しなくてもサービスが利用できる町づくり構造など。（50代・女性） 

4.公共交通 

＜町内交通（コミュニティバスなど）＞ 

 かんの温泉にもバスがあれば利用する。（50代・男性） 

 高齢者が多くなるので、車の運転もできなくなるので、交通網を計画し、やって欲しい。（特に

買物や病院等に。）（80代以上・男性） 

 コミュニティバスがあったら子供からお年寄りまで交流しやすくなると思います。（40 代・女性） 
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 以前町内でコミュニティバス？が試験導入された事がありましたが、あれは便利でした。可能で

あれば本格的な導入を検討して欲しいです。町内であっても商店街、病院などまで遠いところに

住んでいるお年寄りも多いです。（20代・女性） 

 高齢化が一層進み、運転免許も返納せざるを得ないし、足腰も弱くなった人々が多くなる時期が

来るでしょう。市街地以外も、細かく網羅されたコミュニティバスがあれば、多少の料金の負担

があっても、買物、通院、個々の活動などに利用できるのでは。計画的な運行があってもいいの

では。お年寄を引きこもりにしない対策にもなるのでは。（60 代・女性） 

 高齢者や子どもが気軽に利用できるコミュニティバスの検討をして欲しい。車がなくても生活に

あまり不便のない町づくりを。（50 代・男性） 

 子が、学校が終わってから、夕方の習い事へ通えるよう、瓜幕→鹿追市街地への公共交通がほし

いです。拓バス乗車の補助はありますが、バスダイヤが丁度良い時間帯がありません。（40 代・

女性） 

 子供が大きくなり、瓜幕から鹿追への送迎などがある時、バスなどの本数が増えているとありが

たいです。（40 代・女性） 

 西部地への交通手段がない。（50代・男性） 

 地域の子供たちが学童や図書館、プールなど自由に行けるよう、また高齢者が町で用足しができ

るように小回りの効くコミュニティバスを運行してほしい。（30代・女性） 

 地域差がとても気になります。自家での送迎がないと子供だけでプールや図書館の利用ができま

せん。…患者輸送バスは利用しにくいです。（他の地域からの移住者もよそへ移ってしまいま

す。）（40代・女性） 

 町内の高齢者の移動手段として、巡回バス等を充実して欲しい。へき地にお住まいの方々から、

不便だと話があります。（30 代・女性） 

＜町外との交通＞ 

 運転免許の無い方の移動手段が少ない。路線バスの本数等。町外へ出なければならない場合、費

用的にも負担が多いと思われます。（40代・男性） 

 駅がなく、バスの本数も少ない。都会へ出るのには時間もお金もかかり不便です。（60 代・女性） 

 看護学科を鹿追高校に作るのであれば、福島県の「向志高校」をモデル考え、学校、寮、グラン

ドの整備、最寄り駅、ＪＲ新得駅に向うコミュニティバス（新得町、清水町、鹿追町）合同で目

標、朝、夕は（学生が使う時間目標１時間２本！！）→新得方面鹿追→帯広あったら安心。（40

代・女性） 

 近郊の都市迄、バスしかないのは不便。（しかも高額。）（30 代・男性） 

 近隣町村間のバスの充実を！（70代・男性） 

 交通の便の手段がもっと増えると町を訪れる人が増え、活気が沸くと思う。（30代・男性） 

 公共交通の復活（新得、鹿追、士幌、上士幌まで）。（70代・男性） 

 高校生の登下校時間外に帯広～鹿追間のバスに何度か乗りましたが、行きも帰りも自分一人の乗

客だったことが数回ありました。なんだかとても、もったいない気持ちでした。（60代・女性） 

 自家用車が無いので、町外（帯広・音更・新得）に行く際はバスを利用しているのですが、本数

が少なく不便しています。（30代・男性） 

 鹿追は、ＪＲが通っていない為、バスでの交通でしか手段がないので、もっとバス路線を増して

ほしいです。新得間の時間増加、清水・芽室行きなど、通学などにも便利になると思います。

（50代・女性） 

 足の確保。車を持てない年寄りが帯広の病院へ通う時の足。バス以外のもの。歩行困難な者に対

しての対策が必要。（80代以上・女性） 

 拓殖バスの路線が残る様お願い致します。（50代・女性） 

＜高齢者の免許返納について＞ 

 免許返納における町内での対策（老後）。交通手段の更なる利便性の検討。（60代・女性） 

 運転免許返納後のバス・タクシー等使用の為、老齢者に助力を宜しくどうぞ！！（60代・男性） 

 現在、高齢者の運転が問題となっていて、「免許返納」ということもできますが、公共交通が少

なく、「免許返納」したくてもできないことや、してしまうと外出の機会が減少することが考え

られるので（予測できる）、もっと公共交通を充実して欲しい。（30 代・女性） 
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 高齢になって車の免許証を返納した場合、通院している町外の病院（厚生病院）や週１楽しみに

している温泉に行く為の交通手段が現状では不満です。（60代・女性） 

 高齢者が外出やショッピングがしやすいよう交通手段を検討していただきたい。高齢者の免許証

を返上しやすい状況を作る。（70代・男性） 

 高齢者が車を運転しなくてもよい環境づくり。（40代・男性） 

 高齢者の車の事故が問題となっている昨今、ハイヤー券の配布があるとはいえ、公共交通機関の

少ない地域ではやはり免許証の返納はなかなか決心がつかないものです。（70代・女性） 

 今 60 代半ばで運転しておりますが、70 代になったら免許を返納しようと思っています。その時

に公共交通がどうなっているのか心配です。使用される方は、少なくなると思いますが無くなる

事がなければと思います。（60代・女性） 

 自動車の免許証が無くても生活に困らない公共交通網の整備。（40代・男性） 

 自動車免許返納後等の交通機関の確保。（50代・女性） 

 生活環境について、高齢になり車の運転ができなくなってくると買物や病院に行くのに大変にな

ります。第三セクター方式で小型マイクロ（個人の家に直接来て５名ほど乗れる）車で高齢者を

町まで（店、病院、役場）などに行ける様な事ができたら良いなと思います。（70 代・男性） 

 町内どこに住んでいても不安なく免許（自動車）が返納出来る様にして欲しい。（40代・女性） 

 田舎に住んでいると、この先車の免許を返すのにはとてつもなく勇気と不安があります。町のバ

スに乗るかタクシーを頼むか、子供に頼むか…。どちらにしてもお金の心配や子供たちの時間を

奪う申し訳なさとか…。田舎に住み続けるのはどうなの？と悩んでしまいます。（60代・女性） 

 免許（運転）返納に伴う代行交通。（70代・男性） 

 免許証返納後の交通手段が確保できるのか、心配しております。（70 代・男性） 

＜公共交通全般＞ 

 アクセスの悪さを改善してほしい（町外から、町外への）。（30代・女性） 

 高齢化が進み、町内はもちろん、町外への移動手段の確保が重要であると思う。（60代・男性） 

 タクシー利用は有難く感謝です。（80代以上・女性） 

 バスの本数、時間などの増加、延長等。（40代・男性） 

 バスの本数を増やしてほしい。（50 代・男性） 

 バスの本数を増やして欲しい。（40 代・女性） 

 営利の為、厳しいかとは思うが、バスの運行を増やせると良いと思う。（40 代・男性） 

 家前はバスが通っているけどタクシー券を使っている。バスに乗るのに、300 間も歩かなければ

乗れない。そんなに歩けるなら病院行かなくても良い。バスが走っていてもおかげがない。タク

シーに乗ればいい、と思うなよ。病院１回行くのに（行き帰り）２回、東瓜幕は１回 5,500 円か

かる。１回病院行って来るのに 10,000 円もかかる、とても何度も行けない。（70 代・男性） 

 公共交通。（40 代・女性） 

 高齢者が市街地へ出かけたりするのに交通手段がなく、不便に思っている方が大勢いらっしゃい

ます。（40代・女性） 

 高齢者による交通対策。（70 代・男性） 

 車が無ければ、生活は不便になると思う。（70代・男性） 

 車のない家庭への無料タクシー券の増配布。（70 代・男性） 

 独居老人に対する足の確保。（70代・男性） 

 利用しやすい公共交通機関の設置を（特に高齢者の足の確保）。（70 代・男性） 

5.商工観光 

＜商業、商店街＞ 

 ガソリンスタンドが閉まるのが早い。（20 代・男性） 

 高齢者が増える中、買物難民も増える可能性がある。スーパーから宅配出来るよう、町の働きか

け支援をされたらいかがでしょうか。（60 代・女性） 

 コンビニやホームセンターが出来てすごく便利になりました。（40代・女性） 
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 ツルハや 100均など、他町から人を呼ぶ為に。（40代・女性） 

 ドラッグストア、100円ショップができたら良いな…。（20代・女性） 

 ドラッグストアがあると助かります。（20 代・男性） 

 ドラッグストアの充実もあったら良い。（30代・男性） 

 ドラッグストアも隣町に行かないとないのも不便です。（30代・女性） 

 町のメインストリートが元気のない状態に思う。出店などの助成を行い、広く町外の方々に募集

してみてはどうか。（30代・男性） 

 マンガの買える店がほしいです。（20代・女性） 

 愛町購買に力を入れて下さい（町づくりの基本ではないでしょうか）。（50 代・男性） 

 楽しめるような施設がゼロ。公園の多さは良いがお金を払ってでも入りたくなるような魅力ある

施設をどうか！！（ほんの一例を挙げるとしたら、例えばマクドナルドやミスド、１００均があ

るだけでも、若者の支持は得られる。若者の支持が得られれば将来につながる。そこに気づいて

ほしい。）どうか本気でご検討を！！鹿追の今後を本気で想っています。（30代・男性） 

 個人の商店ではなく、大手のドラッグストアがほしい。（探している藥が無いため、仕方なく町

外へ買いに行っている。）（20代・女性） 

 郊外型大規模商業施設の誘致、隣接に定住促進体験施設、アクティビティ（乗馬、然別川を活用

したアクティビティ）の併設。（40 代・男性） 

 子育てに必要な物品の品揃えを良くしてほしい（離乳食、オムツ、日用品、ｅｔｃ）。（20 代・

男性） 

 子供用品（離乳食、オムツ、医薬品など）を充実させてほしい。（20 代・女性） 

 若者がいたいと思える町づくり（例えば、ミスド、マックなど）。主婦目線からはサツドラ、

100均があってほしい。（30 代・女性） 

 商工会の利用を積極的に働きかけて欲しい。鹿追でなるべく買い物できるよう、どのお店もがん

ばって欲しい。物が揃わないからよその町に行ってしまうので、悪循環ですよね。（40 代・女性） 

 商店街の開店休業中のお店は必要ないと思う。（50代・男性） 

 商店街の活性化を検討してほしいです。特に道の駅の活用を見直し、検討してほしいです。（50

代・男性） 

 小説本の売ってない町はいかがなものか？買物客は皆、中心部に行く。（60 代・男性） 

 町内に商店が少ないため、買物が不便。鹿追に住み続けるには、むりかも？都市の転居も考え中。

（70代・女性） 

 町民も観光客も入りやすく買いやすい店舗にしてほしい。（30 代・女性） 

 店が少ない。（70代・男性） 

 転入してくる人が多いかと思いますが、どこにどの店があるのか、かんたんな地図（商工のもの）

はいただいたのですが、地図にのっていない店が多くあったので、地域と行政が協力して「役立

ちマップ」みたいなものを作ったり、ＨＰ（ホームページ）にのせたり（各お店の詳細はお店側

が作成）すると、もっと地域で買い物をする人が増えるのではないかと思います。（30 代・女性） 

 買い物が不便。特に医療品、医薬品やベビー用品（オムツ（←種類が少ない）、ベビーフード

（←そもそもどこにも売ってない）などは町外に買いに行っています。ドラッグストアが町内に

オープンしないかなといつも思います。（20代・女性） 

 買い物のしやすいお店にしてほしい。店舗拡大かドラックストアをつくってほしい。（20 代・女

性） 

 買い物難民も沢山います。あれもこれもないので帯広にと買い物へ行かれる人も…。充実してい

ないと言う事ですね。（30代・女性） 

 買物難民状態です。（フクハラ、農協近くの人は良い）遠くの人は足がないよ。（道の駅内に買

店化して下さい。）道の駅プラスＪＡ店にして欲しい。（60代・男性） 

 平日はもちろん、休日ともなると町外へ買い物に出る鹿追の人々。それでいいのでしょうか？何

も揃わない場所へ移住してくる人は少数で、出ていく方が多いですよね。（40代・女性） 

 閉店する店が多く、町に活気がないと思う。（50 代・女性） 

 暮して 30年以上経過しました。商店街等新しくなりましたが、外観だけで中身は永年変化なし。

向上心なし。良くなるはずありませんよネ？（50 代・男性） 



７７ 

 薬局が近くにあると助かります。（20代・女性） 

 薬局や 100 均等あれば、車がない方や高齢者の方もとなり、町まで行かなくても便利になると思

うが、そうなると町で個人で経営しているお店がなくなってしまう可能性もあるので難しいかも

しれないが、あったらとても助かる。（30 代・女性） 

＜飲食店、グルメ＞ 

 おいしいラーメン屋が欲しい…。（20代・女性） 

 せっかく生産されている農産物、町内の飲食店で使えないのは残念。どこよりも、差をつくるに

は、鹿追町の生産物で提供することに特色がある。鹿追まで足を運んで下さる方々への「おもて

なし」になるのでは。（60代・女性） 

 ネパール人がもっと増えたら嬉しいです。お店にネパールの食べ物が欲しいです。例えばひよこ

まめ、ダルまめ、カレーパウダー、チウラ（乾かした米）。（20代・女性）（20 代・男性） 

 飲食店が減っていて町民もそうですが、観光客も食事できる所が少なくて困っています。町で何

か動き出してほしいです。（30代・女性） 

 飲食店が減っているので、町でも飲食店を開こうとする人を支援してあげたりしてはどうか。

（30代・男性） 

 新しい飲食店を開業して欲しい！！（マンネリ、町外から人が来てもこれといって連れていく所

がない！！）（50代・男性） 

 美味しい食事ができる店が増えて欲しい。（60代・男性） 

＜道の駅＞ 

 鹿追の道の駅がつまらない。チョウザメの飼育の意味もよくわからない。もっと意味のあること

をしてほしい。（30代・女性） 

 観光客が利用しやすい、道の駅の整備。（50代・男性） 

 現在の道の駅について。“花いっぱい”と謳っているが、道の駅正面入口の花販売等、観光客が

喜ぶ様なディスプレイからは程遠く、お粗末なものです。せっかく道の駅があるのに、整備、ア

ピール等もっと出来るはずです！「クックグルテン」についても、町は関係しているのであれば、

あのままでは、あまりにも意味がわかりません、考えるべきでは？改善宜しくお願い致しま

す！！（80代以上・女性） 

 鹿追町道の駅について。地元以外からお客様が来て、活気ある道の駅に変えて欲しい。他市町村

の道の駅の研究をして欲しい。５～９月頃まで出店的な出店はどうでしょうか？（例）・そば

屋・焼鳥・牛丼店。十勝管内 NO.１の道の駅に作り変えて下さい。（80代以上・男性） 

 町内に２つある道の駅を活性化させる。地産地消を基本に。（60代・女性） 

 道の駅（鹿追）の充実。（70 代・男性） 

 道の駅に食堂が必要不可欠。（50代・男性） 

 道の駅に食堂を作ると、集客数も増え、美術館・町内食堂・健康公園など、もっと鹿追町を知っ

てもらえる発進基地として活用出来ると思います。（60 代・女性） 

 道の駅の改装。（50代・女性） 

 道の駅の拡大（物産が安く買えることが優先）。（70代・男性） 

 道の駅の更なる充実、発展（農産物の販売拡充、カフェ、レストラン、公園（アスレチックとか）

の充実。（40代・男性） 

 道の駅の野菜の産地を明記して頂きたいです。「道外産」としか書かれていないものがあります。

（30代・女性） 

 道の駅周りの水場整備希望→カリオンの噴水の水が衛生的ではないと知りながらも、すぐアクセ

スできる場所なので（歩いていける）子どもの水あそび場として使われています。ほんとはみん

な夏の水場が欲しいです。（30代・女性） 

 道の駅をもっと充実したものにしたらいいと思う。もっと飲食できるところを増やすとか…。

（30代・女性） 

 道の駅再構築。（30代・女性） 

＜観光＞ 

 キャンプ場、温泉整備。（30 代・女性） 



７８ 

 せっかく立派なしかおいパークができたのに、町民に認知、活用されていないのがもったいない。

フリマやクリエイターズマーケットのようなイベントをやるなど仕掛けがあるとよいと思う。

（50代・女性） 

 然別湖への観光客を確保。（50代・女性） 

 ホテル福原跡を早く回復させて、観光地としての鹿追を！！然別湖、国立公園、ジオパーク、白

蛇。（50 代・女性） 

 外国人観光客の増加に対応できる、インフラの整備が必要。近隣地域と比べても、鹿追町の水準

はかなり低い。（40代・男性） 

 国道沿いにスーパー銭湯や大型遊具のある施設を作ってもらえば観光が盛り上がると思います。

（30代・女性） 

 鹿追町には観光施設は、道の駅やライディングパーク、各美術館、然別湖がありますが、子ども

連れの家族や団体は雨天の時にすごせる施設があるほうが来ます。旭川にある「わくわくエッグ

（カムイの社公園）」などすごしやすい施設など作ると観光客も増加するのではないでしょう

か？！（50代・女性） 

 鹿追町には観光施設は、道の駅やライディングパーク、各美術館、然別湖がありますが、子ども

連れの家族や団体は雨天の時にすごせる施設があるほうが来ます。旭川にある「わくわくエッグ

（カムイの社公園）」などすごしやすい施設など作ると観光客も増加するのではないでしょう

か？！（50代・女性） 

 鹿追町に来たいと思える観光場所が少ない。（30 代・女性） 

 星のリゾート中止、残念でした。然別湖の自然環境を生かした、レベルの高いおもてなしが見ら

れることを楽しみにしていましたが…。是非、あの美しい環境を生かしてほしいです。（30 代・

女性） 

 然別湖の宿泊施設、早くなんとかして欲しいです。然別湖の環境維持を検討してほしいです。

（60代・男性） 

 然別湖畔温泉の鹿追町民割引、年間パスポート→鹿追町のみ力は鹿追町民から発信させるべき。

（40代・男性） 

 然別周辺の山にロープウェーを建設する（観光の目玉）。（70 代・男性） 

 町としてファームツーリズムへの支援は考えていないのか？（50代・男性） 

 町外から人を呼び込み、鹿追町が潤う町作りをしなければ、町民だけでグルグル回っている感じ

がします。（30 代・女性） 

 要望は、然別湖周辺が少しさびれて、寂しい感じをうけました。せっかくすばらしい観光名所で

ありながら残念だと思います。もう少し飲食店や、宿泊環境を考えてもらいたいです。（50 代・

女性） 

＜イベント＞ 

 イベントが多すぎるので、集約した方がよい。（50代・男性） 

 イベントのあり方。（60代・男性） 

 花火大会の収支の公表と次回からの中止を望む。（70代・男性） 

 新得町のガンケフェスのような、自然や食、音を楽しみながら町を盛り上げるようなイベントが

あれば…（20代・女性） 

 然別湖コタンはすばらしいイベントなので、持続可能な予備配分が必要だと思います。（40 代・

女性） 

 町内イベントが小規模で数だけ多いので、少なくまとめて、もっと町外アピールをして、将来人

口減になる前に考えては、どうでしょうか。（60 代・女性） 

 7,000 人おどりは 5,000人おどりに訂正すべきです。（40代・女性） 

 花火大会の収支の公表と次回からの中止を望む。（70代・男性） 

＜特産品、土産品＞ 

 マンゴー、芋、チョウザメ等の特産品をもっと売り込む（何か変わった感じで出来ないか…）。

（50代・女性） 

 安心して労働できる場や、農業や特産品などとヒモ付いた取組みに力を入れて、農商工がゆるぎ

ない産業となってほしいです。（30 代・男性） 



７９ 

 鹿追にしかない特産物。他町に鹿追は素晴らしい町だと云われる様な物がほしいですネ。（80 代

以上・女性） 

 鹿追町のそばを復活させて欲しい。チョウザメやマンゴーではなく、”鹿追そば”と地元に根ざ

している名産品を作って欲しい。（60代・男性） 

 バイオでカラーピーマンとかどうでしょう。もっと町民に喜ばれるものを！チョウザメは考えな

おす必要あり。（60代・女性） 

 さつまいも、マンゴー、チョウザメは行政がやるべきことなのでしょうか？（50代・男性） 

 チョウザメ、マンゴー栽培事業の維持費がすごいと聞いております。黒字化は何年度の予定でし

ょうか？費用対効果の再検討はいかがでしょう。思いきって償却も諦め、廃業も前向きに検討さ

れてみては。（40代・男性） 

 チョウザメ事業はあまり必要に感じられない。（キャビアの商品化への見通しが未知数すぎる。）

（60代・男性） 

 バイオガスの二次利用は、サメやマンゴーなど他の町と同じことをするのではなく、町独自の利

用方法を考えるべき。（30代・女性） 

 鹿追町の特産物は何なのか？チョウザメ、さつまいも、何をしたいのかわからない！鹿追そばブ

ランドは消滅してしまったのか？（50代・男性） 

 チョウザメやマンゴーは意味があるのか？周りの市町村にくらべて、特に良い所が無い気がする。

鹿追は『普通』かな。（20代・男性） 

 ナキウサギクッキー（小）については、前に見た目で買って人に贈ってから、味見に売っていた

物を食べたら思ったよりクオリティがイマイチだったので、もっと人に贈れるクッキー生地にし

てほしいです。（30代・女性） 

＜商工業全般＞ 

 とてもイベントが多く活発な町と感じますが、商工にかかわるお店や会社が元気とは思えていま

せん。（30代・男性） 

 空き店舗を活用していければ良いが、持ち主が賃貸条件を厳しくしたり、賃貸までスムーズにい

かなく事業を諦めてしまう人がいました。商工の発展のためにも、町の企画を絡めていければな

お良いかと思います。（30代・女性） 

 鹿追町の商工会のホームページの情報が古い。（30代・女性） 

 商工業の後継者育成の強化。（70代・男性） 

 新規事業の誘致の促進。（70 代・男性） 

 積極的な企業誘致を進めていかないと、商工業は衰退の一途をたどります。町の賑わいと雇用の

安定に是非取り組んで頂きたい。（40代・男性） 

 他町村、国の方達が、お金を使ってくれるような町が望ましいです。思い切った政策をしてみて

は、どうですか？町が潤うようにしてほしいです。（70 代・女性） 

 町内業者が技術、時勢を学ぶ為の費用の助成を積極的に行ってはいかがでしょう。現在もされて

いるかとは思いますが、告知方法や条件の見直しなど。「ハコよりソフトをいかに守るか」など

と言われておりますが、町に人が来てもらうために、町の店舗が活気ある状態を保てるよう、積

極的に関わってみては。町内そば屋数件の廃業でそう感じました。時勢をつかみきれていなかっ

たのも一因にあるのかと…。（40代・男性） 

6.情報発信 

＜広報紙＞ 

 たとえば、「まちの広報紙」と「議会だより」での”まちの予算”の取り上げ方だが、同じ予算

を行政と議会が同じように載せるのは誌面のムダだと思うが、その意図するところが分からない。

（70代・男性） 

 広報紙を各家庭に配布していますが、会社に郵送されるのは無駄ではないですか。（70 代・男性） 

 広報紙をもっと活用したほうがいい。こんな意見があったとか、子ども（幼児～大人まででも可）

の相談ハガキに他の人又は専門の人が答える掲示板みたいな。（30代・女性） 



８０ 

 然別湖、星のリゾートホテル誘致に伴い。大樹町のホームページ参考→（日本語、Eｇｌｉｓｈ、

中文、韓国語）、外国人観光客や仕事で来られた方の為わかりやすく町づくり、ホームページ作

り。（40 代・女性） 

 全戸に広報紙を。（60 代・女性） 

＜町ホームページ＞ 

 ＨＰは知りたい情報が何も見る事ができません。定型のまま書き換えられないものなら、見る意

味がないです。新しい情報をＳＳにたよらず出していってほしいです。（40 代・女性） 

 町ＨＰは、町外・町内の方たちの身近な情報源です。Ｈ30 年度のままの所や、ＤＬ書式も古いま

まなので、常に最新の情報に更新していただきたいです。（40 代・女性） 

 おくやみ情報をホームページへ掲載。（50 代・男性） 

 ホームページの拡充など、インターネットで手軽に情報を入手できるようにしてほしい。ＳNＳ

の活用なども、あっても良いと思います。うちのアパート回覧板、広報紙が来ないので…。（30

代・男性） 

＜防災行政無線＞ 

 住民となって 40 数年、家の外に出ても、聞き取れた事が稀なスピーカーからの内容。（70 代・

女性） 

 町の放送が風向き次第で何言っているのか聞こえない。（40代・男性） 

＜ＳＮＳなど＞ 

 町でスマホのアプリを作り、それを通して情報を伝えて欲しい。防災無線も聞こえない事が多い

し、必ずしも家にいるとは限らないので。（60代・女性） 

 ＳＮＳの使用も良いですが、特に子どもの顔を掲載する時は保護者に確認を取ってから載せて下

さい。（30代・女性） 

 ＴｉｋＴｏｋへの子供の投稿をやめさせてほしい。知らない人と会っているようです（鹿小６年

か５年）。（30 代・女性） 

 川崎の事件もあった中、ＬＩＮＥの一言投稿に「今日は○年生の親子レク」「今日は参観日」

「今日は親の飲み会で子供は留守番」など、また学年全体の写真をのせる人がいて、個人情報や

防犯上とても不安。学校で注意の案内を出してほしい。（30代・女性） 

＜住民生活情報＞ 

 医療に関する情報をわかりやすく、丁寧に早くお願いします。鹿追歯科医院の閉院を知らなくて、

医院に行ったり、電話をかけたりして知りました。チラシのお知らせ、遅すぎました。（60 代・

女性） 

 市民活動の情報提供とネットワーク強化。（60代・男性） 

 転入してくる人が多いかと思いますが、どこにどの店があるのか、かんたんな地図（商工のもの）

はいただいたのですが、地図にのっていない店が多くあったので、地域と行政が協力して「役立

ちマップ」みたいなものを作ったり、ＨＰにのせたり（各お店の詳細はお店側が作成）すると、

もっと地域で買い物をする人が増えるのではないかと思います。（30 代・女性） 

＜観光情報＞ 

 ジオパーク、ビジターセンター、然別湖を道の駅を利用しＰＲする（十勝平野の成り立ちを学ん

で観光すれば興味深く印象に残る旅ができるのでは…）。（60 代・女性） 

 フィルムコミッションへの更なる積極的宣伝。（40代・男性） 

 各種イベントについて、お金がかかるかもしれませんが、もっと新聞、テレビ、ラジオ、情報誌

に掲載した方がよい！（他の町はやっていますよ！）（50代・男性） 

 観光協会で紹介されているページの観光地を組み合わせて、おすすめコース（道標、鹿標）で案

内し、町内で滞在してもらえるように導く。（40 代・女性） 

 白蛇姫祭りをもっと宣伝して下さい。（40 代・女性） 

＜情報発信全般＞ 

 鹿追町の商工会のホームページの情報が古い。（30代・女性） 

 町のＰＲ不足。（30代・男性） 
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 町の情報を受信する機会が少ない。（70代・男性） 

 行政が一般的、機械的（法律的？）に町民に発信する情報が、町民の知りたいことに合致してい

るのか、疑問。”町民目線”で云々というのは、行政側が町民とのギャップを考えていることの

証左。この差をどう埋めていくのか？（70 代・男性） 

 農業の町として農業の楽しさを発信する！（50代・男性） 

7.生活環境 

＜公営住宅＞ 

 現在、公営住宅に住んでいるのですが、快適でありがたいのですが、大分古く、洗面台の排水が

入居前より詰まり使えず…修理も来たが結局だめで使用できず…など古さなりに不便さもありの

為、居住していても、内装の修繕などもしていってほしい。（30代・女性） 

 古い町住は、金額が安いのは分かるが、各戸共通でもう少し内装や備品を整備した方が良いので

は？（多少金額が上っても仕方ないと思います。）（50 代・男性） 

 古くて寒い公営住宅に住むお年寄り、若者は何名位いるのだろうか？公営住宅を建てるべきだと

思います。（60 代・女性） 

 公営住宅（旧自衛隊官舎）の冬期の寒さと云えば、屋根干地の板及び、天井の防寒はお粗末過ぎ

ます。冷凍の中の様に凍結し、真っ白くなっている（冬期確認出来ます）。（旧石炭庫より見え

る風呂場には氷が張り、トイレ室内はマイナス２度位になる。）（80 代以上・男性） 

 公営住宅（町営）の建て替え、またはリフォームをしてほしいです。冬にお風呂や水道が凍結す

る住宅はさすがにありえないと思います。（30代・女性） 

 公営住宅が少ないのに１棟（新築）に金かけすぎ。（60 代・男性） 

 公住の空屋周辺の雑草が目立ち、環境が芳しくなく、観光に力を入れている町としても一考が必

要と思われます。空室解消のため、集合・解体も必要かと思いますが、今一度町全体を見渡し、

町のイメージ崩す事象を掘り起こし、順次改善策を講じたらと推察致します。そのための強固な

行政指導は自明であります。（70代・男性） 

 広報に農業振興センター東側に公営住宅が建設予定とかかれていました。老朽化に伴い新築され

るのはとてもありがたいのですが、立ち退きされている公住を壊してそこに建てることはできな

いのでしょうか？１０数年前も緑町２丁目の芝生の公園のところに公住が建設された時、近所の

子供たちが、ボールをけったりキャッチボールをする所がなくなると悲しんでいました。今回の

所も、子供たちが思いきり体をつかって遊べる所で、遠方からきて犬とフリスビーをしているの

で、なるべく芝生をなくさないように配慮してほしいです。（40代・女性） 

 鹿追町に引っ越しをしたい方がいても、公営・町営住宅に入居可能な部屋が少なく入れない状況

にある。公営・町営住宅の修繕や集約も含めて、また料金（家賃）の見直しも行うべき。（30

代・女性） 

 町営、公営住宅に、３ＬＤＫの間取りが増えたら家庭に子どもが増えても生活しやすい家だろう

な…と思います。（20 代・女性） 

 町営住宅に住まわせていただいていますが、国道に近く、冬玄関のドアが凍って開かなくなりま

す。（70 代・女性） 

 町営住宅の美化。老朽化が進んでいる為。（30代・男性） 

 町営住宅入居基準が示されているが、特に新しい住宅に入居されている方々は、本当に用件に合

到していますか？疑問です。（50代・男性） 

 母子家庭です。住む所がなく、あっても古くて風呂が無いとか…もっと住居（町民が）を住みや

すくしてほしいです。（40代・女性） 

＜住宅全般＞ 

 家が古く、寒い。（20 代・女性） 

 住居、所得の少ない若者が安心して住める（金額でも）所が少ない。（60代・女性） 

 住宅分譲地のアイディア。移住希望の人や、新築予定の人にとって、魅力的な分譲地があるとい

いなと思います。直線的な区画ではなく、元町のような、カーブのある道路、木々などを生かし

た分譲地などがあると、移住者増につながるのではないかと思います。（30 代・女性） 
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 大きな町でもないのに、家賃が高い→公営住宅ではない物件についてなので関係ないかもしれま

せんが、新築であったとしても帯広市と同じような家賃の価格帯はおかしいと思います。新築の

物件も増えていますが、あまり魅力を感じないです。（20代・女性） 

 築 50 年個人住宅、色々な故障があるし、巡回してほしい。（80代以上・女性） 

＜空き家＞ 

 セイコーマートの近くに古い住宅が沢山ありますが空き家です。防犯の面からも考えなければな

らないと思います。（70代・女性） 

 空き家（廃屋）対策→美観を損ねる。（60 代・男性） 

 空き家がたくさんあるようなので、それを活用する方法はないでしょうか。町が間に入って賃貸

や売買ができれば良いなと思いました。（30代・女性） 

 空き家が多いと思います。景観も良くないですし、何か活用できる物は活用し、壊すなら壊すで

早目に対策をしたら良いのかと思います。（リノベーションが流行っているので、活用できない

ものでしょうか？）（40代・女性） 

 空き家を町が活用（リメイクしたり、リノベーションしたり公営住宅にする）。（40代・女性） 

 空き家、空地の整備。（50代・女性） 

 空き家の対策をもう少し力入れて下さい。（60代・女性） 

 景観の整ったまちづくり廃屋対策。（40代・女性） 

 住環境の整備→空き家をリフォームして町で賃貸住宅にする。シェアハウスオーナーへの資金支

援、アパートの充実。住む場所がないと、移住・定住はできないので。（30 代・女性） 

＜公園など＞ 

 とにかく子どもが安心して遊べる大きな公園がない。小さい公園はあるものの、ベンチもなく、

座れない環境。もっと、子育て世代の声に、着実に声をかたむけて欲しい。（30代・男性） 

 バス停以外でも、気軽に休むことができるスポット（屋根つきで椅子がある所）が町内に点在し

ていると、高齢者の方や観光客など過ごしやすくなるのではないかと思います。（40代・女性） 

 屋外アスレチック、室内アスレチック。子どもたちが疲れるくらいの遊具の充実感が欲しいです。

おでかけスポットエリアを作っていただきたいです。そしたら人の流れも増えていくのでは…。

鹿追は…何もないと言われるより、ファミリーが集まりやすい環境を期待しています。ところど

ころ良い所あるのにもったいない気がします。（30代・女性） 

 お年寄の為の施設ばかり充実していきますが、子供が遊べる（他町の方も利用できる）施設は必

要だと思います。本別など、通年でなくてもたくさん子供や親が遊べる所があり、観光資源とな

っています。（40代・女性） 

 公園がたくさんあるのに整備されていない。とてもじゃないけど、遊ばせられません。子育てを

謳っている割にはどうかと…子どもを産んで、とても良い環境とは思えません。他の町に住んで

いる方がマシです。（30代・女性） 

 子どもを大切にする為に大きな遊具のある公園を作ってほしい。大きな遊び場がない為、他町村

へ行っている。大きな公園があれば、他町村からの観光客も呼べるかと。（30代・女性） 

 子ども達が安全に楽しめる公園を作ってほしい。できれば、観光客や町外の人も行きたくなるよ

うな魅力的な大きめの公園がいいです。（30代・女性） 

 子供が・赤ちゃんが遊べる大型遊具がある公園。アスレチック。（30 代・女性） 

 子供が遊べる施設の充実を図って頂けると嬉しいです。公園も沢山ありますが、１つ１つの公園

にある遊具が少なかったりあまり綺麗ではなかったりしている所ばかりなので、１か所にまとめ

るなどして、１つでもきれいな公園を作って頂けると嬉しいです。農芸公園もせっかく水遊びの

できる公園なのに、すぐに汚くなって残念です。こども園は綺麗になりますが、それ以外にも遊

べるところを作ってもらえるといいと思います。（30代・女性） 

 子供が遊べる場所（公園など）を増やしてほしい。（20 代・女性） 

 子供の遊び場（わざわざ町外へ行ってます、足寄など）。（50 代・女性） 

 自然ランド？は使われているのですか…整備をして活用するべき。（60代・女性） 

 自然ランド復活！子どもづれで鹿追に来ても、子どもが遊べる所が少ないと思う。（40 代・女性） 

 鹿追は高齢者に対しての設備やサービスは充実しているが、子供に関するサービス・意識が足り

なすぎる。子どもをあそばせる場所がない。中央公園は遊具が木の下の日陰に配置されている為、
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常にくもの巣・毛虫・その他虫でいっぱいで遊べたもんじゃありません。中央が広いけど、だか

らといって、その場で遊ぶ人はあまり見ないので、遊具を少しでも中央にずらすだけでも利用で

きるようになるはずです。皆言っています。鹿追には子供を遊ばせる公園すらないから皆町外へ

行くしかないのが現状。エキノコックス対策なのか鹿追の公園には砂場がない。砂場あそびは重

要。（40 代・女性） 

 足寄とかの子供が遊べる遊具など、町がそれぞれの特徴を活かし、子供が来れば親も、おじいち

ゃんも…と言った感じで子供や、若い人達が喜ぶ町作りをしてほしいです。（30代・女性） 

 帯広市内の遊具の充実した公園（グリーンパーク）や足寄町に新しくできた公園など、小さな子

どもが安心して遊べる施設がほしい。（30 代・男性） 

 中高生が運動できる公園等の充実。（40代・女性） 

 町中の公園で小さな子供や親が安心して過ごせるように、母子が遊びやすい環境も必要だと思い

ます。パークゴルフは現在のパークゴルフ場で充分だと思います。大きなものが町全体に４ヵ所

もあります！！子育て世代にもそういう場が必要です。（60代・女性） 

 農芸公園の充実と活用（以前流れる池がクサイ？）。（70代・男性） 

 並びに私は２人の子どもがいますが、鹿追は場所があるのに、子どもが安心してそして大人も安

心安全で遊べる遊具などが少ないなと思えることが多々あります。他の町村には、まとまった心

がウキウキする公園（立派な遊具、砂場、水遊び場）などがありますが、鹿追の遊具は色んな公

園に点々とあるだけでイマイチ心がウキウキしないです。是非子どもも大人も楽しめる公園を作

ってもらいたいです。農芸公園もせっかく水で遊べるのに汚くて人喰バクテリアがいるのではな

いかと思うぐらい汚いときがあります。（30代・男性） 

＜花＞ 

 花の町鹿追。花フェスタは、個人の方の努力で毎年立派に行われておりますが、一つ気になるこ

とがあります。特に、公共施設まわり。どれも整備されていると思えません。特に、ストーニイ

プレン通り。通るたびに不快です。どうぞよろしくお願い致します。（70代・女性） 

 花壇綺麗ですが、各種一直線でなくデザイン性があるともっと良いのでは…（善昭寺前）。（60

代・女性） 

 行政区花壇が多すぎるので減らしていった方がいいと思う。（地域の人達が負担になるのでは？

花壇が家の近くにあり、その人だけで負担してやっている場合があるし、若い人はそこまで花に

興味ない。）（20代・女性） 

 私は今年１月から鹿追町に住んでいます。町内の牧場に従業員として就職したのを機に引っ越し

てきました。毎日、楽しく働いております。町内がとても綺麗に整備されていて、花一杯の景観

にすばらしさを感じています。（50 代・女性） 

＜景観＞ 

 景観向上のため、無電柱化してほしい。（30代・男性） 

 鹿追は花の町で有名な町ですが、道路脇（舗装）の両脇が草だらけでちょっぴり恥ずかしい。

（60代・女性） 

 生活環境の面で街の中は美しく良く整っていると思いますが、市街の外れの空地などの草刈は各

自で行う様に行政でもっと事を進めるべきだと思います。空き家も目にあまる処もあります。

（80代以上・女性） 

 他の町の両親にも綺麗な町！素敵な町！とよく言われます。（30代・女性） 

 防雪柵をクリアに。ところどころクリアな板な所がありますが、観光のまちなのに冬になると柵

があって景色が見えず残念です。（40代・女性） 

＜街路樹＞ 

 街路樹が大きく枝が伸び放題になっているのを見かけます。あまり手入れできないのなら伐採し

た方がいいのでは。（60代・女性） 

 街路樹の剪定をするべき（防犯の為）。光を遮っている所もある。（30代・男性） 

 市街地、道路沿いの樹木の伐採、剪定、整備。（若木が電線にひっかかったり、見通の悪い所が

散見される。）（70代・男性） 

＜防風林＞ 

 防風林の整備。春の土埃（畑）対策。（70 代・男性） 
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 年々防風林が減少しています。防風林は鹿追町の景観を特徴づけると共に動物の移動回廊として

重要だと思います。町で保全対策をしてもらいたいです。（50 代・男性） 

 防風林が、経営の大型化に伴い、消失している。号線用地での再生を望む。（60代・男性） 

＜ごみ＞ 

 ごみステーションを設置してほしい。町内会に入れず、設置できない・回収できないとの事らし

いが、他の人と同じく税金を払っているのだから、差があるのはおかしいと思う。（20 代・男性） 

 ごみの埋め立てを早急に止めて欲しいです。ごみは埋めても分解されるわけではないのでなくな

りません。なぜそれが平気なのか不思議です…。（40代・女性） 

 ごみの処分について燃えるごみは燃やさないのですか？埋め立てにも限度があると思います。燃

却場の設置はしないのですか。（20 代・女性） 

 ごみの焼却施設を考えてほしい。埋め立ては限界があると思う。（30 代・女性） 

 ごみの分別が複雑で、多すぎる。高齢者にとって、ごみの分別が大変。お金がかかっても良いの

で十勝全体で高性能の焼却炉を整備してほしい。（40代・女性） 

 ごみの分別について、埋め立てごみではなく、いずれ焼却できるごみを出せるよう、焼却炉の有

効活用や再利用してほしい。（30代・女性） 

 ごみの埋立処理は、自然を大切にする鹿追としては、イメージが違うような気がします。くりり

んの使用は検討していただけないでしょうか。（50代・女性） 

 ごみは現状のままでいいのか？！（50代・女性） 

 ごみを埋めたてるのではなく、ダイオキシン等でない処理設備をつくり、今までのごみも含め、

しっかり焼却し、新しい町のあり方をしめした方が良いと思う。（30 代・男性） 

 ごみ処理の将来→埋立ごみの対策。（50代・男性） 

 ごみ焼却場がほしい。埋立には、抵抗感あり。（別紙を同封）「十年後の然別湖への旅」。（70

代・男性） 

 ごみ問題が重要な課題だと思います。（40 代・女性） 

 現在鹿追町では、埋立ごみを採用しています。しかし、将来的には、土地の汚染問題（ダイオキ

シンの発生等）が危惧されると思われます。近くには河川や畑などもあり、悪影響が心配されて

くるのではないでしょうか。早急にこの問題に取り組んで頂きたいと思うのは私だけでしょう

か？ものすごく重要だと思います！！（60 代・女性） 

 子供のいる家庭にごみ袋配布（やっていましたっけ？）（オムツ）。（40代・男性） 

 私の実家は洞爺湖町です。町の取組みの一つとして生ごみについてです。鹿追ではコンポストか

袋を買ってごみに出しています。私は埋める所があるのでコンポストです。ここで問題なのです

が、気温が上ってくると小バエが多く発生し、編戸から家に入ってくるので困っています。洞爺

湖町は週に何回かバケツに入れて出し、それを町が土等と混ぜ熟成させて綺麗な土にしてほしい

町民に欲しいだけあげていて、私の兄も春に軽トラで何台分か頂いて使用して無農薬の作物を作

っています。どうか研究してみて取り汲んでいただければ幸いに存じます。桑田とし子。勝手を

言って失礼しました。（60代・女性） 

 鹿追町の”うめたてごみ”は、やめるべきだと思います。（50 代・女性） 

 生ごみのごみ袋が大きい。１番小さな５ℓ を使っていますが、半分のサイズがあるといいなとよ

く思います。（20代・女性） 

 地域格差。（町と農家地区）の格差を！！ごみ、等。（40代・男性） 

 埋め立てごみは今後どうなるのか。（40代・男性） 

 埋め立てのごみの収集を週に２回に増やしてほしい。オムツなどのごみがすぐに溜まるので、２

回だと助かります。又、収集日以外に埋め立てごみがごみステーションにある事が多いので、２

回来てもらったほうがいいと思います。（20代・女性） 

 埋立ごみに疑問を感じます。いつまでごみを埋め続けるつもりなのでしょうか。おかしいと思い

ます。（40代・女性） 

＜臭気＞ 

 市街地に臭い匂いが。窓も開けない異臭に困っています。（札幌の友人によく堪えているねと笑

われています。昼間の糞尿散布は禁止。）（60代・男性） 

 鹿追の臭い（風向きによっては室内に）。（60代・男性） 
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 町の中が、時期になると、畑の堆肥？！牛の糞尿の臭いにおいで、非常に不愉快で、洗たく物を

外に干すことができない。町はバイオにも力を入れているのだから、農家さんに協力してもらい、

臭くならないような堆肥にしてほしい。（30代・女性） 

 農家の糞尿散布について。せめて、小学校、こども園、中学校の近くでは控えてあげたいと思い

ます。農家さんの農業方針が有ると思いますが、家畜排せつ物の「有効活用」と「廃棄物処理」

が混同、曖昧、自己都合になっていると思います。農村の継続、農家の誇りとなるよう、より良

い方向へ向かうことを望みます。（40代・男性） 

 糞尿の臭いが酷くて、体調を崩す事もあります。窓を開けたくても、開けられない。（40 代・女

性） 

＜野生鳥獣＞ 

 ここ数年で町内のカラスがすごく増えている。生活する人はもちろん、２７４号線ぞいにも沢山

群れでいることもあり、観光の面でもあまり良くないのではと思う。（40代・女性） 

 野生動物の対策を引き続きお願いします。（50代・男性） 

＜エネルギー＞ 

 エネルギーの自立。町のバイオガスプラントだけでなく民間の太陽光発電も地域内で買取り、販

売できる民間会社（町出資も可）を設立し、域内でのエネルギーの可能な限り自立を目指すこと

は重要と考えます。（70代・男性） 

 エネルギーの地産地消を積極的に進める（チョウザメ、マンゴー、サツマイモではなく電力事業

者を受入れる）。（70 代・男性） 

 ブラックアウトのとき然別湖の水力とバイオガスの発電がなぜ使えなかったのか？全戸まかなえ

ない？まかなえたのでは？（40代・男性） 

 自営線ネットワーク、バイオガスプラント等、限りある資源を有効利用し、自然・環境にやさし

いまちづくりをしてほしい。（50代・男性） 

＜交通安全＞ 

 ゲートボール場が小学校の側に建てられ、こども園も建設中です（近くに）。高齢者の自動車事

故が毎日の様に発生しています。子供達の安全対策を充分にして頂くようお願い致します。（60

代・男性） 

 フクハラさん、コープさんの間の道路での、フクハラさん側で迷惑駐車に危険を感じます。交差

点近く。方々へ訴えてきましたが無視されてきたので、最後の頼みの町へ、なんとかご対応を。

アンケートの実施に新体制の誠意を感じました！（40代・男性） 

 みないると、もみじの里とこども園のところが心配です。信号等検討して下さい。（40 代・女性） 

 学校までの通学路に、標識など何もないので不安です。看板や、自転車で子供が通る事など、ト

ラックの運転手さん方たちに分かるように何か設置してほしい。看板、旗などお願いします。

（30代・女性） 

 車に取付けられる事故防止装置を他町村では補助している所もあると聞いています。鹿追町でも

是非ご検討下さい。（町内の工場での取付けを指定すれば大量に仕入れができ、安くもなるので

はないでしょうか？）（70代・女性） 

 新こども園、みないる、もみじの里が集まっている道路、入口の事故が起きないか心配です。も

みじの里、みないる利用者は高齢者が運転するので。（30代・女性） 

 通学路、登下校時児童の見守り！！（トラックなどは信号が黄になってもなかなか停止せずに猛

スピードを出して通交するのをよく目にします…。）（60代・女性） 

 無茶な歩行者、無茶な自転車に乗る人達に教育した方がよいとは思うが、なかなか難しいので、

安心・安全な交差点になるとありがたい。（人、自転車は、特に高齢者の方々のことです。）

（50代・女性） 

＜防災＞ 

 家の中にいると防災無線が全く聞こえないので、防災無線機を配布してほしい。停電の時も防災

無線が外にいても聞こえづらく情報を得るのに困りました。（30代・女性） 

 上然別は災害の時、避難所がないので何とかしてほしい。（50 代・男性） 

 農村地区にも光回線は必要です。防災の面でも災害についての情報を早く知ることが出来る。こ

れまで町長との懇談で防災無線についてお願いしてきたがなかなか取り組んでいただけません。
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ラジオ付きを買いましたが、家の中ではまったく使えませんでした（今の家の窓は厚い為）。芽

室町の取組みを参考にしてほしいです。（50代・女性） 

 防災しかおい（無線）が聞き取りづらいので、災害時に困っています。もっと聞こえ易くして欲

しいです。（30 代・女性） 

 防災無線が機能していない。最近の住宅は機密性が良くなっているので家の中では聞きとれない、

各戸にラジオを取り付けてほしいと思います。（80代以上・男性） 

 防災無線が聞きとれないので考えて欲しい。（50 代・女性） 

 防災無線について。公営住宅などの中にいると、防災無線の放送が聞こえません。聞こえても、

反響して、山びこのように聞こえます。災害があった時に、放送が聞こえないなども、あると思

います。災害はいつ起こるか分からないので、何か対策をお願いします。（30代・女性） 

 防災無線の貸出しに力を入れる。（50代・男性） 

 防災無線は場所により、全く聞こえず、情報発信の意味をなしていません。全戸で無線を無料配

布するべき。高齢者も多い中、数カ所のスピーカーでは聞こえません。有償で配布はしています

が、これは無償にすべき。（40代・男性） 

＜墓地＞ 

 家族がいないので、共同の墓地の様な物を作ってほしい。（70 代・女性） 

 高齢化、核家族化で墓の未来が問題となっています。町営の共同墓を検討すべきではないでしょ

うか？（70代・男性） 

 合同墓の建設を検討してほしい。（60代・男性） 

＜その他＞ 

 こども園や支援センターの防犯対策。防犯意識が低すぎるように感じることがとても多いです。

（30代・女性） 

 何をするにも町外に出ないといけないことが多すぎる。（30代・男性） 

 道路脇の黄色い花に油虫がごっそりついていてとても気持ち悪いです。（60 代・女性） 

 道路脇の雑木は気になる。（40代・女性） 

 農村部にもっと街灯を増やして欲しい。（60代・男性） 

 平成館の入口の段差がわかりにくく危ない。（60 代・女性） 

8.農林業 

＜農業＞ 

 Ｆ１．ゲノム作物反対！！グリホサート（ラウンドアップ）反対。バイエルン（モンサント）反

対。（50 代・男性） 

 牛糞臭対策。（30代・女性） 

 一次産業、従事者に対しての補償など、各種共同組合を通じて実施し、それらを何らかの形で発

信することにより、それに付随した産業の発展につながると考える。（20代・男性） 

 花苗安価で助かります。できれば５０本→７０本。（60 代・女性） 

 基幹産業の農業を主軸にして、小規模での経営が成立つ仕組を考え、新規就農者の受入により人

口の維持増加を図ってほしい。（70 代・男性） 

 基幹産業をもっと効率的で生産性の上がる施策をやって欲しい。（農地行政の改革、協同農業法

人設立等への支援等々。）（60代・男性） 

 子供達の食物アレルギーなどが、近年増えており、これから増々、食の安全の意識が高まるもの

と予想されます。小規模での自然栽培の野菜、小麦の生産は目にしますが、大規模となるとやは

り難しいのでしょうか？ぜひ取り組んで頂きたいです。（30代・女性） 

 鹿追の基盤である農業について。もっと専門科の勉強などＪＡ、役場も人事異動について考えて

欲しい。（60代・男性） 

 鹿追型農業の更なる推進。（60代・男性） 

 新しい作物を生産から販売そして流通、価格まで一貫した道筋をつけた方法で農産物を生産して

いける様にしてほしい。（70 代・男性） 

 地場農産物でメインは何かアピールを。（70代・男性） 
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 町外からの観光客は歓迎しますが、外から持ち込まれる靴に着いた土等の防疫が大変気になりま

す。実際釣り人が川（小さな川、明渠）に沿って畑を渡り歩いているのを見ます。シスト等が侵

入すると取り返しがつきません。家畜の病気も同じくです。対策をお願いいたします。（50 代・

女性） 

 乳牛の頭数が増えてきているので、ぜひ育成牧場の施設と哺育センターへの支援も望みます。ま

だまだ増頭を考えている人は多いのでぜひお願いします。（20 代・男性） 

 農を活かした地域コミュニティづくり。（60代・男性） 

 農業の町として農業の楽しさを発信する！（50代・男性） 

 農業の発展＝商業の発展＝町民が豊かになると思います。（60 代・女性） 

 農業地に防風林を推進して下さい。（70代・女性） 

 農用水ですが、日中水の出が悪く困っています（農繁期中だけ）。（70代・男性） 

 放牧について。鹿追町の酪農はフリーストールが目立ちますが、牛のストレス軽減など放牧を推

奨しないのですか？（20代・女性） 

 夢のある農業を…。（60代・女性） 

 野生動物の対策を引き続きお願いします。（50代・男性） 

＜６次産業など＞ 

 産業の充実→農作物の６次産業化、持続可能な酪農業（→頭数を増やすことへのマイナスを町民

が考える場の設定）、魅力ある農業・酪農（つらい、きつい、低所得は若者の農業ばなれにな

る）。（30代・女性） 

 例えば仕事してない農家の嫁さんとか…。ファーマーズマーケットやカフェ（50代・男性） 

＜林業＞ 

 町有林の活用推進が遅れている。カラ林植林ばかりでなく、３０年５０年後を考え、価値ある樹

木の栽培を考えてほしい。例＝ウダイカンバ、水ナラ、カツラ、センの木等。瓜幕に木工館があ

るのに加工用の樹木の植林がなされていない。木炭焼体験釜の設置等で森林体験を取り入れた若

者の雇用。（80 代以上・男性） 

＜農林業全般＞ 

 これからの人口減に備えて農林業の強化、海外への輸出も考えていくべき。（30代・女性） 

9.保健福祉医療 

＜健康づくり、介護予防＞ 

 いつも整った綺麗な環境でトリムセンターのフィットネスを利用させて頂いています。土、日、

祝日が使えなくなるのが残念です。終了時間も早い。スポセンのフィットネスにはウォークマシ

ンがないので、トリムが使えないのであれば、スポセンの環境整備をお願いしたいです。（40

代・女性） 

 仕事が終わってからだとトリムセンターが利用できない。（50 代・女性） 

＜高齢者の支援＞ 

 １人暮しの老人が安心して暮らせる環境。（80代以上・女性） 

 高齢者に対して優しい対応をお願いしたい。（70 代・男性） 

 高齢者対策を具体的に。（80 代以上・女性） 

 サ高住を空いた公共施設での運営。（40代・女性） 

 介護保険について知識不足で、サービスを受けられる機会がわからない？どうしたら良いのだろ

うと思うことがありました。（50代・女性） 

 介護保険は３年毎見直されるたびに保険料が増額されている。年金は据置きで、元気で長生きし

ても将来の夢がない。やっぱり 2,000万足りないか。（70代・男性） 

 老人化は、日本の問題。2,000 万の貯金がなくても生活できる行政にしてください。（50 代・男

性） 

 高齢になると要望もありませんが、強いて言わせてもらうと、いずれももみじの里かしゃくなげ

荘に行く事になりますが、ショートステイに行っていて、空きができたので入る様に家族に言わ
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れて本人の知らない内に入る事になって、毎日泣いていて余計に病気が進んだ人が居るとききま

した。勿論家族の人でなければわかりませんが、入所するに当ってのお話なんかを、各老人会の

会合などに来て話してもらえると嬉しいのですが。家族の話し合いももう少しできるよう、若い

人に向けても折があったら話してほしいです。（80代以上・女性） 

 高齢者が健やかに暮らせる町。（70 代・男性） 

 高齢者が増加する中で、老人ホーム等では人手不足に悩まされることが多いです。町で、介護福

祉士になり働いてくれる人を増やす取り組みがあると、現場の者としては嬉しい限りです。（20

代・女性） 

 高齢者が多い町なので、福祉（高齢者）に力を入れてほしい。（70代・女性） 

 最近はブームのように子育て支援の同調を感じる場面が多いが、町単位で考えると生まれた子供

が本町に続けて住み一生を終えるのが何％居るのか。他に転出する割合が多く感じるが、その世

代に対して過分な施策は不要かと。道・国レベルの施策かと思われる。それを基に考えると、や

はり定着（住）している住民向けの施策、すなわち中・高年齢者（特に収入のない者）に対する

施策の充実が急務と考える。※子育て世代は基本的に職があり、かつ収入を得られ、又就職が容

易な環境になる一方、中高齢者は上記世代に相対して無職・離職又再就労の機会が著しく皆無で

ある。私どもが児童・生徒時代はさほど充実された施策があったとは感じていない。それなりに

努力して来た世代が中高年の時点で子育て支援にシフトは不公平。少し甘やかされて育った世代

の子供を支援すると、その子供もそうだが、その親の世代が中高年に達するとより過分な手当を

要必する予備軍となると考察する。（50代・男性） 

 新得町や芽室町の様にＡ型の障害者の働ける場所がほしい。（40代・男性） 

 町内を散歩している方を見ます。高齢者が運動出来る場を多くしてほしい。たとえば行政で会館

に運動器具の配備やテレビの設置により住民が集い合えることが未病対策として必要である。高

齢者が引きこもりにならないようにすべき！（70 代・男性） 

 老後の施設を増やしてほしい。→共同生活のできるような施設。（特老だと、寝たきりとかにな

らないと入れないので…。）（50代・女性） 

 老人の免許返納について。町として、バス・タクシーの助成を多くしたり、買い物のための助成

をしたりするための考え方を町としてはしてほしいと思います。（60 代・男性） 

 老人ホームを開放的に、いろんな人達と交流できる場になればよいと思う。（最近、恐ろしい事

件も多いので、ますますセキュリティは厳しくなるのであろうが…。）（60 代・男性） 

＜障がい者（児）の支援＞ 

 子どもの障害に対する理解、協力への力添え。（20代・女性） 

 子どもの発達支援について、もっと力をいれてほしい。（30代・女性） 

 子どもの療育等発達支援の充実。（20代・男性） 

 障がいを持つ子の親が、親なきあとも、子が、生まれ育った町で安心して暮らすことのできるよ

うな町。この町は、障がいを持った方に対する意識も薄く、町政も追いついていない。実態を知

ろうともしていないように感じる。看護科必要ですか？そんなことで町の名前を広めるよりも、

実際に暮らしている障がい者に対して、手厚い方が、好感度高いですよ！（40代・女性） 

 障がい者の雇用の場が増加するよう努力してほしい。（40代・女性） 

＜保育（子ども園含む）＞ 

 地域保育所について、土曜日も一日保育にして欲しい。２週に一度でも良いので。半日だと、仕

事にならないのでは無いか。（40代・男性） 

 こども園で、毎年、運動会後に配られるお菓子などについて、再検討頂けるとありがたいです。

ご褒美のようなものは必要でしょうか？頑張って練習したこと、当日頑張ったことを、先生や親

が褒めることで十分なのではと思います。（30代・女性） 

 こども園での子供の生活を伝えることを手抜きだと思います。今まで、ノートに園での様子を書

いてくれていたのに、貼りノートもしないのは、完全に手抜きです。１クラス１先生に対する子

供数は変わらないのに、なぜ？長い時間預けているので、とても気になります。子供の様子が。

どうにかしてください。（30 代・女性） 

 こども園で配られるお菓子（運動会後や、夏祭り、高齢者スポーツ大会など各行事）について、

着色料や添加物のたくさん入ったものが多いことが気になっています。鹿追町産の干し芋などだ

と嬉しいです。（30代・女性） 
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 登・降園や延長保育の申し込み等、タブレットやネット等を使って双方の負担を軽くしてほしい。

新しく施設が建つので、今までのことを続けるよりも将来を見据えて色々変えていくことも大切

ではないか。（30代・女性） 

 鹿追町には５つの保育施設があるが、地域保育所の所児の人数が少なくなってきている。こども

園の新園舎ができるので地域保育所とこども園を統合することで、子どもたちにとって良い環境

になるのではないかと思う。子どものことを考えると少ない人数よりもたくさんの子どもから

色々な刺激をうけて、成長していくほうが大切だと感じる。また、保育士や代替保育士の人数も

少ないようなので、保育所とこども園を統合することで少なかった部分を補えるのではないかと

思う。（30代・女性） 

＜子育て支援＞ 

 とても子育てしやすい町だと思います。（30代・女性） 

 ひとり親家庭です。子どもの医療費はかかりませんが、親の医療費が３割は厳しいものがありま

す。仕事が少ない鹿追町で尚かつ得られる収入も低いのに負担が大きいです。近隣市町村は、ひ

とり親の負担は収入によりますが基本無いです。見習って検討して欲しいです。（30代・女性） 

 学童の施設を早く作ってほしい。一部屋で過ごすのは、限界があります。大きな音をたてると、

下に響き怒られるようなので、伸び伸びとできる場所を提供してほしいです。（40 代・女性） 

 学童建設を町民に話していたにも関わらず、財政困難にて、建設されないのは、おかしい。１日

でも早く建設をして欲しい。（30代・女性） 

 学童保育の施設の早期建設を。一部屋で過ごすには限界があります。子を持つ親が安心して働け

る環境作りとして、よろしくお願いします。（30 代・男性） 

 横浜市では、母子家庭や事情のある家庭に対し、母子とも医療（薬も含む）を無料で受けられ、

地下鉄・バスといった交通機関も無料でパスが配布され利用できました。又、水道料金もかかり

ませんでした。２号臨時といった役場職員の募集があることは良いのですが、交通費や賞与もな

いこと、上記すべてのサービスが受けられないことで、住みよい街ですが、金銭的に末永く暮ら

していきたいものの、暮らしていくことが心配です。（30代・女性） 

 子どもが生き生きと生活のできる町づくりをしてほしい。（30 代・男性） 

 子育て支援（子作り支援）→子どもは町の宝と思って、施策を展開してほしいです。ただ、支援

金としてお金をバラまくのではなく、ソフト面から環境を作ってほしい。また、子どもを作りは

じめる段階から”子作り支援”を行ってほしい。若い女性の健康な体づくり、男性の子育てへの

協力、パートナーを大切に思う気持ちにつながる教育、不妊夫婦が妊娠しやすい環境づくりのサ

ポートや金銭面での支援など。（30 代・女性） 

 子育て支援の充実を。（30代・女性） 

 子育て支援はより積極的に行うべきではと思う。（40代・男性） 

 子育て中の親です。鹿追に必要だな、と思うもの。それは、子育てに恵まれた環境作りです。今

の医療費無料、給食費無料（これから）は、本当にありがたいと思っています。（40代・女性） 

 子供達の未来を考えるなら、お金をかけても良いと思う。（50 代・女性） 

 将来、鹿追町を担っていく子ども達を大切にしていないように感じる。園舎を建てる、カウンセ

ラーを配置するなど見ためわかりやすいが中身がなく、不登校・ひきこもり・発達凸凹の子ども

達に対してのケアや取組みなど、町民に伝わらず不安でいっぱい。（40代・女性） 

 冬、子ども達が室内で遊べる場所が欲しい。（40 代・女性） 

＜福祉全般＞ 

 まちがいなく鹿追町は、弱者に優しい町です。田舎なのでその方向がいいと思っています。（50

代・男性） 

 鹿追町の福祉事業の明確化（年令や利用制限）。（50代・男性） 

 全国の町村の中で、我が町より人口が少なくとも懸命に元気で町・村づくりに奮闘しているとこ

ろがあると思うので、ぜひ参考にし、研究をしながら我が町の人口減における町づくり、町民福

祉政策を総合計画的に示していただきたい。（60 代・男性） 

＜医療＞ 

 このように小さな町には総合診療医が必要なのでは…。４月から患者さんが減っていると思いま

すが？（40代・女性） 
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 できれば、リハビリ機材がそろった整形外科があると助かります。（20代・女性） 

 保健福祉医療にもっと力を入れるべき。特に病院のＤｒ．を昔みたいに能力のある人物をやとっ

て欲しい。（40 代・男性） 

 安心してみてもらえる医者を確保してほしい。（40代・女性） 

 安心して町立病院で診療ができる医療体制の確保（例として膝、腰の悪い人が多く散見される。

その方々は他町で受診診療している）。（70代・男性） 

 安心して通える病院、歯医者が地元にあるといいと思います。高齢になると車の運転もできなく

なりますので、そのあたりが今後、更に充実してほしいと思います。（40代・女性） 

 安心できる治療の体制。（50 代・女性） 

 医師の確保（２人体制）。（60代・女性） 

 医師の確保は急務です（患者に寄り添ってくれる医師を）。患者が安心して暮らせる医療体制を

望みます。（50 代・男性） 

 医師不足の解消。（20 代・女性） 

 医師不足解消。（20代・男性） 

 医者不足の昨今、難しい問題と思いますが、人格をよく調べてから採用願います。（80 代以上・

男性） 

 医療について、少し不満。今の状況では、親子共々、町外の病院に行かざるをえない。（30 代・

女性） 

 医療に関する情報をわかりやすく、丁寧に早くお願いします。鹿追歯科医院の閉院を知らなくて、

医院に行ったり、電話をかけたりして知りました。チラシのお知らせ、遅すぎました。（60 代・

女性） 

 医療の充実（小児科が水曜のみ）隣町まで行くのは不便。（30 代・女性） 

 医療体制を整え、他町に行かずとも安心して医療を受けられるようにしてほしい。（小児科医療

は特に力を入れてほしい。）（30代・女性） 

 高齢になってからの医療が心配。（60代・男性） 

 高齢化による業務が増えて行政の方にも御負担をかけることが多くなると思いますが。国保病院

にしか通院できない人もこれから増えると思うので、医師の確保が急務かと思われます。（50

代・女性） 

 国保病院の安定した医師確保。（70 代・男性） 

 国保病院の医師の増員。（50 代・男性） 

 国民健康保険高額療養費の支給申請の件ですが、毎回福祉課に行き申請しているのですが、口座

振込になっているので、自動的に口座振込みにならないものでしょうか。他の市町村では自動的

に口座に振込みになっていると云う話もあると聞きましたが、鹿追町もそうなって欲しいと思い

ます。（70代・女性） 

 今後、年をとっていく私達。医療にもう少し力を入れて欲しい。町外に出なくてもいい環境。

（50代・女性） 

 子どもの病院の充実。（20代・女性） 

 子育てしやすい環境であるので、病院（小児科、耳鼻科）等が設備されれば、もっと住みやすく

なるのではと思います。（30 代・女性） 

 子育てに力を入れるなら、小児科にももっと力を入れてほしい。水曜日のみで（ほぼほぼ予防接

種のみ）急に子供の体調が悪くなった時、とても不安。不便。（20代・女性） 

 鹿追町にこれからも住みつづけたいと思っていますが、一番の心配は医療に関することです。病

院の医師が信頼できる人物であることのみが一番の関心事です。それ以外のことには、だいたい

満足しています。（60 代・女性） 

 小さい子供がいるので、町に小児科がいるとありがたい。（40 代・女性） 

 小児科、耳鼻科等医療施設がもっと充実すると、子育てする者としてみれば、とてもすみやすく

なります。（30 代・男性） 

 小児科がないのが不安。（30 代・女性） 

 小児科のある病院が町内にないのが困ります。子どもの緊急時にすぐに受診できるかかりつけの

小児科がないのがとても心配、不安です。（20代・女性） 
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 小児科の設置（病気になったら帯広、音更に行くという家庭が多すぎる。これは本当に大問題）。

（30代・男性） 

 小児科を新設してほしい。（30代・男性） 

 信頼できる医療環境をつくってほしい。（20代・女性） 

 帯広まで通院しなくても良い医療機関がほしいです。町立病院もまだまだ充実した施設でないの

ではないか。老人が多くなってきたので特に希望します。（60 代・女性） 

 大きな病院よりも、何かおかしいと感じた時に、相談できるような二次的医療へつなげてくれる

ような「かかりつけ医」がほしい。（50代・女性） 

 町の病院に小児科や整形外科がなく急な時に本当に困った。車で帯広の病院まで行ったが、もっ

と近くにあったらと思います。足を骨折して骨折した足で車を運転して帯広の病院まで通ってい

た。町の病院に常に整形外科あればと思った。（30代・女性） 

 町内に小児科がほしいです。子どもが具合が悪い時に、帯広や音更まで運転するのが大変です。

（30代・女性） 

 町立の医師、何とかもう一名探して下さい。一人舞台は決して色々な面で良くありません。医師

探しは大変な事だと思いますが、どうかお願い致します。看護師さん達にも精神的な負担がかか

っているのか、辞めたいという声が聞こえてきています。町長もご存知かも知れませんが、通院

者から見ても看護師さんのピリピリしているのが感じられます。町立病院は、私達にとってなく

てはならない大事な病院です。何とぞ宜しくお願い致します。（50代・女性） 

 町立病院の医師確保（看護師）。働きやすい職場環境の改善を図ってほしい。（※小児科担当医

師が不在のため、協力機関に対応をお願いしたい。）（40代・女性） 

 町立病院で整形外科が無くなり、医療にとても不安を持っています。早く良い先生を見つけて、

再開してほしいと切に願います。（宇久村先生は、まともな整形の医師でありがたかったです。）

（60代・女性） 

 町立病院にちゃんとした医師を入れて下さい。（40代・男性） 

 町立病院の医師の充実を望みます。特に整形外科医。老人にも親切に対応してほしいです。（80

代以上・女性） 

 町立病院の医師問題。一人では急患など大変。町民の命に関わる事、もう少し考えて欲しいです。

医師、看護師も労力に見合った給料を払うべきかと思います。（50代・女性） 

 町立病院の充実～医師の確保。（50 代・男性） 

 町立病院の先生はどうなったのか？（50代・女性） 

 町立病院を信用出来ない。（20代・男性） 

 転勤族です。色々な地域に住んだ者として感じた事は、病院（小児科）がない。診てくれる先生

がいないのは住む者としてとても不安でした。特に冬場は。子育てに力を入れるのであれば、ま

ず、医療から見直すべきだと思いました。（30代・女性） 

 内科・外科の医師２人体制に。（70 代・男性） 

 病院（医師）の充実。（50代・女性） 

 病院→内科も外科も充実してほしい。（50 代・女性） 

 病院がとても時間がかかります。（80代以上・女性） 

 病院が頼りない。総合医療が出来る医者、婦人科産科は近くでないと不安ですし、小児科も力を

入れていただきたい。良い病院があれば安心して暮らしやすい…理由の１つになる気がします。

（30代・女性） 

 病院と福祉課の連絡を深く。（60代・女性） 

 病院にしっかりとした先生を！（19 歳まで・男性） 

 病院に小児科がほしい。（30 代・女性） 

 病院の医者の充実。（60代・男性） 

 病院の充実。（70代・男性） 

 病院の充実もあったら良い。（30代・男性） 

 病院の先生が早く見つかりますように。（50代・女性） 

 病院へかかる場合、どういう所へ行ったら良いか自分で判断できない時、相談する窓口を、おい

ていただくと助かります。（60代・女性） 



９２ 

 病院職員の接偶改善。（60代・女性） 

＜保健福祉医療全般＞ 

 保健福祉医療について、今までは、それほど力を入れてこなかったように思います。少子高齢化

時代を安心して生活するため、より、重要となる課題だと思います。（30代・男性） 

 鹿追町の保健医療福祉マップを作ってほしい。（写真付き）相談担当の顔が分かり、どんな内容

を行っているのか一冊にまとめてほしい。便利手帳のように町のサロンや支援サービスなども含

めて、町内外（清水、新得など）、町内にないサービスでも町民が受けられるサービスを知りた

い。（40 代・女性） 

 少子高齢化に対応した施策を要望します。（60代・男性） 

 保健福祉医療に力を入れて頂きたい。（80 代以上・男性） 

10.その他 

＜人口減少対策、移住＞ 

 自衛隊駐屯地の人口増員。（70代・男性） 

 活気がある町づくりの為に町民を増やす必要性があると考えるが、子育て支援等で子供を産めよ

増やせよ、というやり方には限界がある。町はもっと移住者を呼び込むべきである。その為にも

瓜幕で 30年以上続いている山村留学制度は大いに活用出来る制度と考える。農業だけではなく、

「ジオパークと山村留学のまち」として他町村との差別化を図って、人を呼び込むべきではない

か。（50 代・女性） 

 鹿追町に移住する人が多くなるように、町外から若者（特に妻帯者）や定年者が気を引くような

施策を立て、少しでも人口減少を防ぐ長期計画の立案が早急と思う。（70代・男性） 

 若者の移住促進。もっと若者の移住者を迎へ入れよう。（80代以上・男性） 

 商工業の後継者育成の強化。新規事業の誘致の促進。自衛隊駐屯地の人口増員。上記等による、

人口の維持及び拡大。（70代・男性） 

 少子高齢化が加速度的に進む中、町外からの移住者の増加、町外への流出の防止を早急に進めて

欲しい。手遅れになる前に。（30代・男性） 

 少子高齢化が加速度的に進む中、町外からの移住者の増加、町外への流出の防止を早急に進めて

欲しい。手遅れになる前に。そのために鹿追町の全国区の知名度アップの施策を考えて欲しい。

（30代・男性） 

 職員さんも増やして、移住者増に向けたインフラ整備を行ってほしい。（30 代・女性） 

 人口が減らない様、魅力のある町作りを、お願いします。（50 代・女性） 

 人口減少をどう考えているのか。対策を行ってないように感じる。観光などではなく、どうした

ら町に人が定着するのかを真剣に議論しないと町は衰退するだけ。一生懸命町の為に頑張った人

達が、行政のせいで辛い目にならないようによく考えて欲しい。（40 代・男性） 

 人口減少問題は全国的に避けて通れない必要な対策事項である。人口増に向けて、その対策に

日々取り組み努力することは必要なことではあるが、そう簡単なことではなく、対策としてのグ

ッドアイデアは現状では無きに等しいと言っても過言ではないだけに、現実を踏まえて、人口減

少における町づくり、町行政政策を検討すべきと考える。（60 代・男性） 

 全国で人口減少していく中、2045 年には、北海道は 25％減の 400 万人が減少する予想であり、

179 市町村のうち、85 市町村が人口半減するそうです。今後まちづくりをしていく為には、人口

の減少をいかに抑えるかが大きな課題となると思います。（70 代・男性） 

 町の人口が増えるようにして下さい。（60 代・男性） 

＜仕事、雇用＞ 

 もっと若い人が働く事が出来る町になって欲しい。商店や町中で楽しく働いている人を見かけな

い。（50 代・男性） 

 安心して仕事のできる場が少ない。（20代・男性） 

 元気であれば、働ける町（働きたい人）（70 才以上も）。年だからと首切りはやめてほしい！

（働けるのに！）（40 代・女性） 

 個人経営の農畜産から企業形態の事業者の受入れ。各種の職種が必要であり、パートや季節労働

ではない人口増加が望める。安定した職場と雇用によって地域が活性化する。（70 代・男性） 
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 鹿追町内に働く場が少なく、鹿追出身の方が流出してしまっているように感じます。何か良い手

立てはないでしょうか。（40 代・女性） 

 若い人の働く場所（人口も増えると思います）。（80代以上・女性） 

 就労する職場がなく子供達が町を出ていく親の辛さ。高齢になり身寄りもなくなる空しさを、１

人でも少なくなるような、職場の建設プロジェクト。（70代・女性） 

 色んな方が町で働ける場所がほしいです。（30代・女性） 

 積極的な企業誘致を進めていかないと、商工業は衰退の一途をたどります。町の賑わいと雇用の

安定に是非取り組んで頂きたい。（40代・男性） 

 町内出身の若者達が生まれ育った鹿追町へ帰って来て働きたい希望はあるが、働く場がない。も

っともっと役場、ＪＡ以外にも安定した、働きたいと思える場があったらよいと思う。若い人が

戻り生活していく中で少子化の対策も少なくなることを願っている。（50代・女性） 

 働く場所が少しでも増えたら良いと思います。（50代・男性） 

 働く場所の確保、働く場所の創造（若者でも起業できる、都会からのカムバック、鹿追で優秀な

人材を確保など応援システムづくり）。（50代・男性） 

 老若男女働ける場所があるとよいと思います。あまり仕事の選択ができないので。（40 代・女性） 

＜人材（後継者）の確保・育成＞ 

 今後 10年で農業、商業の後継者不足で過疎化傾向になると思われる。（60 代・男性） 

 若い人にもっと支援をするべきだと思います。（若い人の感性を伸ばしてあげる為にも色々と関

わりを持つことによって、社会人になった時に、町に還元されるものだという気がしますが？）

（60代・男性） 

 地域のため町のためと言う意識が若者に薄く感じる。将来（近い）の地域リーダー、公職等のな

り手不足が心配。（60 代・男性） 

＜若者定住＞ 

 もっと若い人向けのプランを立てるとか思いつかないですかね。（40 代・女性） 

 子育て、高齢の方々には、様々な対策がありますが、単身の若い人達が、「ここに住みたい」と

思える町にはなっていないように思います。（60 代・女性） 

 若い人向けの町作り。（30代・男性） 

＜住民活動、コミュニティ＞ 

 それぞれの世代の人達がそれぞれの立場、役割の中で一所懸命頑張る事が自分のためになり、そ

れが人のため地域のため社会のためになるものと思います。（60代・男性） 

 行政区の高年齢化による偏り。（60 代・女性） 

 行政区の統合化と見直し※人口の減少で役割ができない（年齢によりできない）。（50 代・男性） 

 市民活動の支援。町民活動の活性化。まちづくり活動拠点のさらなる充実。（60代・男性） 

 地域コミュニティの充実支援。まちづくりへの新たな取組。地域コミュニティの組織の強化。行

政区への加入、参加の促進。農を活かした地域コミュニティづくり。（60代・男性） 

 町内会での葬儀手伝い負担、区長の時に葬儀があった時の精神的にも物理的にも負担が大きい。

高齢の方が多いので今後のことを考えると町内会を辞めたくなる。町内会で葬儀やると安いから

とかただだからとか言っているのを聞くとびっくりする。今はお金がかからない方法とかもある

し、全然知らない方の葬儀手伝って香典払うのかって思います。（40 代・女性） 

 町内会に入らず、困った町民が居ます。広報は役場で貰うとの事。このままでは町内会は維持出

来ませんよ。（60代・男性） 

＜まちづくり全般＞ 

 いやしのまち鹿追。町民も、観光客もホッといやされる、住みたいまち、滞在したいまち。（40

代・女性） 

 もっと活性化してもらいたい。（40 代・女性） 

 今まで、たくさんの良い活動をして頂いて、気持ち良く生活させてもらっています。これからは、

その上で今まで通りで良い所と、考え直さなければならない所を考える事も必要な時期がやって

きている気がします。(町民も行政も…)できる限り協力させて頂きながら、鹿追町を作り上げて
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いけたらとも、思っています。失敗も含めて、やった事を次のステップにつなげられる活動、こ

なすだけでは、もったいないと思います。（40代・男性） 

 今後も住みやすいまちをお願いします。（30代・男性） 

 鹿追に越してきて、「とても元気のあるまち」という印象を受けました。それは多分、町民のみ

なさんの多くが、ご自分の仕事や役割を一生懸命に取り組まれているからだと思います。そんな

方々が１人でも増えるよう、また、ずっと続くようになっていってほしいと思います。（50 代・

男性） 

＜その他＞ 

 ＳＤＧｓ反対！！（50 代・男性） 

 グローバル。（30代・女性） 

 ケムトレイル（ジオエンジニアリング…気候工学）反対！（50 代・男性） 

 ペットを飼っている人が多いので、小動物を診られる獣医さんがいると助かります。（40 代・女

性） 

 今のままで良いと思います。（50代・男性） 

 私は宗教人でありますが、やはり自死者が多いなとつくづく思います。国内で年間２万人超自死

を選んでしまう世の中になっており、この鹿追でもその悲しみが物凄く多いと感じられます。学

校、職場、地域の人間関係、さらに老後 2,000 万必要と追い打ちをかけられたこの世の中、どう

すれば心が楽に過ごせるのか日々勉強探求しております。行政的にはどうなのでしょうか、臭い

ものには蓋をするのではなく、お互いに安心して生活ができるこれからになったらいいなと考え

ております。（30代・男性） 

 然別川上流域の河川名が改称（改悪）され混乱をきたしている。町の責任として、原状復帰（回

復）をして欲しい。（60代・男性） 

 転入してきた人から前住んでいた町、市のよかった事、所を聞いて鹿追町に反映できる所は真似

してみてはどうですか？（40 代・男性） 

 同世代とサークルで交流したい。18 歳～25歳くらいで。（20 代・女性） 

 能力がありませんので…。（80代以上・女性） 

 労働世代への支援も考え人口の維持を。（30代・女性） 

 老いたので余計事は申しません。どうかよろしくお願いいたします。以上。（80代以上・男性） 

＜アンケートについて＞ 

 アンケートに答えた所で、鹿追町が良くなる気がしない。（20 代・男性） 

 この度のアンケート調査で意見を送付出来る機会をいただき感謝申し上げます。（50代・男性） 
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